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アアンンケケーートトのの集集計計等等にによよるる地地域域特特性性分分析析

（（１１））全全体体概概要要

地域の特性を踏まえた地域包括ケアシステム構築の参考とするため、地域データやア

ンケートによる地域の特徴、地域ケア会議で皆様から頂いた意見をまとめたものです。

 
（（２２））地地域域デデーータタににつついいてて

１．地域データの見方

項目 小学校区の状況

人口（ ） 月１日現在の人口

（地域包括支援センターシステム調べ）

高齢者人口（ ） 月１日現在の 歳以上人口

（地域包括支援センターシステム調べ）

高齢化率（ ／ ） 高齢者人口／人口

町内会数

（行政区）

会津若松市区長名簿の町内会数

（小学校区単位ではなく、行政区単位）

世帯数

（行政区）

会津若松市区長名簿の世帯数

（小学校区単位ではなく、行政区単位）

要介護等認定者数（ ） 月１日現在の要介護等認定者数

（第１号被保険者・地域包括支援センターシステム調べ）

内
訳

要介護３～５ 上記の内訳

要介護１～２ 〃

要支援１～２ 〃

要介護等認定率（ ／ ） 要介護等認定者数／高齢者人口

事業対象者数 月１日現在の総合事業の事業対象者数

（地域包括支援センターシステム調べ）

民生委員・児童委員数

（方部別）

民生委員・児童委員数

（小学校区単位ではなく、民生児童委員協議会の方部別）

共生福祉相談員数

（方部別）

共生福祉相談員数 ※令和２年度は高齢者福祉相談員数

（小学校区単位ではなく、民生児童委員協議会の方部別）

老人クラブ数 活動団体数

地域サロン数 活動団体数

（市把握分のみ・社会福祉協議会からの活動助成を受けた団

体を含む）
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（（３３））介介護護予予防防・・日日常常生生活活圏圏域域ニニーーズズ調調査査かからら見見たた地地域域特特性性ににつついいてて

１．地区別の高齢者の状況

地区ごとの生活状況と社会参加状況について、「介護予防・日常生活圏域ニーズ調

査」の結果を地区別のレーダーチャートにて表示しています。各項目に関して、各地

区が会津若松市全体と比較してどの程度の差異があるのか、各項目のバランスから各

地区にどのような特徴があるのかを知ることができます。

なお、本調査の対象者は要介護認定を受けていない比較的元気な高齢者であり、標

本数（回答者全体で 人）も限られていることから、参考としてとらえること

が適切な内容となっています。

２．レーダーチャートの表示内容

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
地区ごとレーダーチャートは、項目ご

との本市全体の平均値を点線で表示して

います。

その平均値から各地区の値が市全体の

値とどれだけのずれがあるかを示したも

のが実線（地区別の数値）です。

 

３．レーダーチャートの各項目の内容

１）生活状況の比較表

①高齢者世帯の割合

「家族構成」の設問で「一人暮らし」と「高齢者のみの世帯」と回答した人の割

合の合計。

②生活が苦しいと感じている人

「暮らしの状況」の設問で「苦しい」と「やや苦しい」と回答した人の割合の合

計。

③生活にゆとりがあると感じている人

②の「暮らしの状況」の設問で「ゆとりがある」と「ややゆとりがある」と回答

した人の割合の合計。

④外出を控えていない人

「体を動かすこと」の設問で「外出を控えていますか」という調査結果で「外出

を控えていない」と回答した人の割合。
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生生活活状状況況のの比比較較表表  
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⑤ほとんど外出しない人

④の「体を動かすこと」の設問で「外出を控えていますか」という調査結果で「ほ

とんど外出しない」と回答した人の割合。

⑥介護や支援を必要としない人

「生活状況について」の設問で「介護・介助の必要がない」と回答した人の割合。

⑦健康状態が良いと感じている人

「健康について」の設問で「健康状態はいかがですか」という調査結果で「とて

もよい」と「まあよい」と回答した人の割合の合計。

２）社会参加の比較表

「地域での活動」の設問の以下の７項目について、「週４回以上」「週２～３回」「週

１回以上」と回答した人の割合の合計。

①ボランティアのグループ

②スポーツ関係のグループやクラブ

③趣味関係のグループ

④学習・教養サークル

⑤介護予防のための通いの場・地域サロン等

⑥老人クラブ

⑦町内会・自治会

⑧収入のある仕事
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（（４４））みみんんななでで作作るる地地区区ごごととココーーナナーーににつついいてて

地域ケア会議・第二層（地区）協議体は、専門機関、関係機関、住民の代表者等によ

って構成され、地区単位の情報共有、地域資源・課題の検証を行っています。

本計画の策定にあわせ、地区ごとに、これまで検討してきたことや取り組んできた成

果をまとめるとともに、これから取り組んでいくことを話し合いました。

この内容が「みんなで作る地区ごとコーナー ～みんなの取組 今まで・これから

～」です。

「地区ごとコーナー」は、

（１）生の声や思い、地域の現状を計画に反映させる

（２）自分の地区のこれまでとこれからをみんなで共有する

（３）お互いの地区の取組を共有する

を目的として作り上げました。

地区ごとに掲げたスローガンのもと、地区の課題解決に取り組み、地域支援のネッ

トワークの輪を広げていきます。

【【地地域域支支援援ネネッットトワワーークク】】
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（（４４））みみんんななでで作作るる地地区区ごごととココーーナナーーににつついいてて

地域ケア会議・第二層（地区）協議体は、専門機関、関係機関、住民の代表者等によ

って構成され、地区単位の情報共有、地域資源・課題の検証を行っています。

本計画の策定にあわせ、地区ごとに、これまで検討してきたことや取り組んできた成

果をまとめるとともに、これから取り組んでいくことを話し合いました。

この内容が「みんなで作る地区ごとコーナー ～みんなの取組 今まで・これから

～」です。

「地区ごとコーナー」は、

（１）生の声や思い、地域の現状を計画に反映させる

（２）自分の地区のこれまでとこれからをみんなで共有する

（３）お互いの地区の取組を共有する

を目的として作り上げました。

地区ごとに掲げたスローガンのもと、地区の課題解決に取り組み、地域支援のネッ

トワークの輪を広げていきます。

【【地地域域支支援援ネネッットトワワーークク】】
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日日常常生生活活圏圏域域 若若松松第第１１ 地地区区名名 行行仁仁小小学学校校区区

担担当当：：若若松松第第１１地地域域包包括括支支援援セセンンタターー

１１．．地地域域デデーータタ

項目 行仁小学校区（ ） 行仁小学校区（ ） （参考 ）全市

人口 ５，６１１人 ５，４０９人 １１３，００４人

高齢者人口 １，７８９人 １，７７２人 ３６，５３８人

高齢化率 ３１．９％ ３２．８％ ３２．３％

町内会数（行政区） ４３町内会 ４２町内会 ５０６町内会

世帯数（行政区） ３，０６２世帯 ３，０３９世帯 ４７，９７０世帯

要介護等認定者数 ４０３人 ３７６人 ７，０８６人

内
訳

（要介護３～５） （１６６人） （１７３人） （２，２３２人）

（要介護１～２） （１４０人） （１０６人） （２，５３６人）

（要支援１～２） （９７人） （９７人） （２，３１８人）

要介護等認定率 ２２．５％ ２１．２％ １９．４％

事業対象者数 １０人 １９人 ４００人

民生委員・児童委員数

（方部別）

１９人 １９人 ２７９人

共生福祉相談員数（方部

別）

３人 ３人 ５２人

老人クラブ数 団体 １団体 ４４団体

地域サロン数 団体 １６団体 ２１０団体

【 年前との比較状況】

・人口は 人減少、世帯数は 世帯減少しています。

・高齢者人口は 人減少、高齢化率は ポイント上がっています。

・要介護等認定者数は 人減少、要介護等認定率は ポイント下がっています。

・事業対象者数は 人増加しています。

・老人クラブは１団体減少しています。

・地域サロンは 団体増加しています。
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２２．．行行仁仁小小学学校校区区のの介介護護予予防防・・日日常常生生活活圏圏域域ニニーーズズ調調査査かからら見見たた地地域域特特性性

〇市の中心部に近い地区で、買い物ができる店

や病院等も多く、公共交通機関も比較的充実し

ている地区です。

〇概ね市の平均と同じ傾向となっていますが、

ほとんど外出しない人は多くなっています。

〇社会参加についても、概ね市の平均と同じ

傾向となっていますが、趣味関係、収入のあ

る仕事をしている人は少なくなっています。

【避難訓練】
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生生活活状状況況のの比比較較表表  

社社会会参参加加のの比比較較表表  
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Ⅰ行仁地区
の現状

Ⅱ行仁地区
スローガン

１　地域サロンやいきいき百歳体操が継続されており、介護予防の意識が高
　　い。
２　未来デザイン会議をきっかけに若い世代とつながる可能性がでてきた。
３　防災をテーマにした町内毎のミニケア会議の取組が始まっている。

「子どもから高齢者にやさしい町は、みんなにやさしい町」
～皆で知恵と力を出し合って、行仁らしく行きましょう！～

Ⅲ　第８期計画期間（令和3～5年度）の振り返り、取り組みと成果

【【高高齢齢者者自自身身ににつついいてて】】
○新型コロナウイルスの影響を受ける中でも、介護予防の意識は着実に高まってきてお
り、「行ってみっ会」や「いきいき百歳体操」等は各団体の工夫により活動が継続され
た。また、介護予防の新たな取組として、屋外で行う「青空体操」を試みた。
【【地地域域のの取取組組ににつついいてて】】
〇「未来デザイン会議」において、地域の今後の施設のあり方や住民サービスついて、市
や学校と話し合いを継続し、今後の地域づくりの方向性を検討してきた。
【【防防災災対対策策ににつついいてて】】
〇災害時に備えるため、防災ミニケア会議を開催した。良い取り組みであったが、住民の
理解が広がらなかった。

Ⅳ　第9期計画期間（令和6～8年度）の取り組み

【【高高齢齢者者自自身身ににつついいてて】】
◎介護予防の取組を推進するため、「地域サロン」や「いきいき百歳体操」、「青空体
操」の開催情報をコミセン便りや人が集まる場所（スーパーなど）に掲示して、住民に情
報が入りやすいように工夫し、参加者を増やしていきたい。
【【地地域域のの取取組組ににつついいてて】】
◎地域行事の再開や、子どもや親世代など、多世代で参加できるイベントを開催して、若
い世代とつながるきっかけとし、住民間の交流の促進や、高齢者の見守りを進めていきた
い。
【【防防災災対対策策ににつついいてて】】
◎住民の防災意識を高め、防災対策を進めるために、市や地域包括支援センターと連携し
て町内ごとに防災ミニケア会議を開催し、災害時における要支援者の把握、関係者間での
情報共有を進めたい。合わせて開催が進むように地域においてその手法を検討したい。

行仁地区みんなで作る地区ごとコーナー

～みんなの取組 今まで・これから～
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日日常常生生活活圏圏域域 若若松松第第１１ 地地区区名名 鶴鶴城城小小学学校校区区

担担当当：：若若松松第第１１地地域域包包括括支支援援セセンンタターー

１１．．地地域域デデーータタ

項目 鶴城小学校区（ ） 鶴城小学校区（ ） （参考 ）全市

人口 ７，２８９人 ６，９３３人 １１３，００４人

高齢者人口 ２，６１８人 ２，５０５人 ３６，５３８人

高齢化率 ３５．９％ ３６．１％ ３２．３％

町内会数（行政区） ３０町内会 ３０町内会 ５０６町内会

世帯数（行政区） ３，１３８世帯 ３，１８０世帯 ４７，９７０世帯

要介護等認定者数 ４７２人 ４９９人 ７，０８６人

内
訳

（要介護３～５） （１１７人） （１０６人） （２，２３２人）

（要介護１～２） （１６６人） （１９１人） （２，５３６人）

（要支援１～２） （１８９人） （２０２人） （２，３１８人）

要介護等認定率 １８．０％ １９．９％ １９．４％

事業対象者数 ２７人 ３４人 ４００人

民生委員・児童委員数

（方部別）

２３人 ２３人 ２７９人

共生福祉相談員数（方部

別）

６人 ６人 ５２人

老人クラブ数 団体 ３団体 ４４団体

地域サロン数 １７団体 １７団体 ２１０団体

【 年前との比較状況】

・人口は 人減少、世帯数は 世帯増加しています。

・高齢者人口は 人減少、高齢化率は ポイント上がっています。

・要介護等認定者数は 人増加、要介護等認定率は ポイント上がっています。

・事業対象者数は 人増加しています。

・老人クラブは 団体減少しています。

・地域サロンは増減ありません。
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２２．．鶴鶴城城小小学学校校区区のの介介護護予予防防・・日日常常生生活活圏圏域域ニニーーズズ調調査査かからら見見たた地地域域特特性性

〇市の中心部の地区で、買い物ができる店や病

院等も多く、公共交通も比較的充実している地

区です。昔からの住宅等が多く高齢者世帯の割

合が多くなっています。

〇生活が苦しいと感じている人、外出を控えて

いない人が多くなっています。

〇社会参加については、多くの項目で市の平均

を上回っており、積極的に社会参加をしている

人が多いことがうかがえます。

〇特にボランティア、スポーツ関係、介護予防

のための通いの場に参加している人が多くな

っています。

  

【介護予防体操】
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Ⅰ鶴城地区
の現状

Ⅱ鶴城地区
スローガン

１　市内でも高齢化率が高く、高齢者単身世帯が増加している。
２　百歳体操やサロンに取り組む町内が多く、町内独自の活動を継続してい
　　る。
３　民生委員と共生福祉相談員の連携で、高齢者の見守りがよくされている。

みんなのためにボランティア精神を持って、まずは参加と行動を！！
～ふれあい、つながりを大事にして～

Ⅲ　第８期計画期間（令和3～5年度）の振り返り、取り組みと成果

【【高高齢齢者者自自身身ににつついいてて】】
○民生委員と共生福祉相談員による見守りの他、継続的な見守りの仕組みとして「組リー
ダー」制や、リレー方式で支援につなぐ等町内毎の高齢者支援の工夫がある。
○百歳体操やサロン会が活発に行われ、集会所がない地区では空き家の活用や学校の教室
活用の事例がある。
○高齢者の見守りにおいて、熱中症を心配することが多かった。
【【地地域域のの取取組組ににつついいてて】】
○新型コロナウイルスの影響で地区行事や交流活動に制限があったものの、介護予防活動
については開催時期の調整や少人数制にするなどの工夫により継続してきた。この活動が
介護予防のみならず、高齢者の見守りにも有効であった。
○複数の町内会で「町内たより」を作成し、高齢者に町内の情報が届く工夫をしてきた。
【【防防災災対対策策ににつついいてて】】
○災害時への備えとして、３町内会で防災ミニケア会議を行い、支援が必要な高齢者の把
握や一時避難場所の確認ができた。

Ⅳ　第9期計画期間（令和6～8年度）の取り組み

【【高高齢齢者者自自身身ににつついいてて】】
◎より介護予防の取組を進めるために、集会所がなくてもできる青空ラジオ体操の試みを
広めていく。
◎厳しい暑さが続くため、高齢者の暑さ対策を地域と市が一緒になって検討していく。
【【地地域域のの取取組組ににつついいてて】】
◎見守りなどの支援が必要な高齢者の実態把握をミニネットワーク会議等を通して行い、
民生委員と区長が見守りに必要な情報を共有できる方法を検討したい。
【【防防災災対対策策ににつついいてて】】
◎今後も町内ごとに防災ミニケア会議を開催し、災害時における要支援者の把握、関係者
間での情報共有を進めたい。さらに、住民の防災意識を高めるための取組を検討したい。

鶴城地区みんなで作る地区ごとコーナー

～みんなの取組 今まで・これから～
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日日常常生生活活圏圏域域 若若松松第第１１ 地地区区名名 東東山山小小学学校校区区

担担当当：：若若松松第第１１地地域域包包括括支支援援セセンンタターー

１１．．地地域域デデーータタ

項目 東山小学校区（ ） 東山小学校区（ ） （参考 ）全市

人口 ５，１７６人 ５，０３４人 １１３，００４人

高齢者人口 １，６４２人 １，５９１人 ３６，５３８人

高齢化率 ３１．７％ ３１．６％ ３２．３％

町内会数（行政区） １６町内会 １６町内会 ５０６町内会

世帯数（行政区） ２，２２５世帯 ２，３４６世帯 ４７，９７０世帯

要介護等認定者数 ２８８人 ３１５人 ７，０８６人

内
訳

（要介護３～５） （７４人） （７５人） （２，２３２人）

（要介護１～２） （１２２人） （１２５人） （２，５３６人）

（要支援１～２） （９２人） （１１５人） （２，３１８人）

要介護等認定率 １７．５％ １９．８％ １９．４％

事業対象者数 １３人 １７人 ４００人

民生委員・児童委員数

（方部別）

１２人 １２人 ２７９人

共生福祉相談員数（方部

別）

２人 ２人 ５２人

老人クラブ数 ４団体 ３団体 ４４団体

地域サロン数 １４団体 １５団体 ２１０団体

【 年前との比較状況】

・人口は 人減少、世帯数は 世帯増加しています。

・高齢者人口は 人減少、高齢化率は ポイント下がっています。

・要介護等認定者数は 人増加、要介護等認定率は ポイント上がっています。

・事業対象者数は 人増加しています。

・老人クラブは 団体減少しています。

・地域サロンは 団体増加しています。
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２２．．東東山山小小学学校校区区のの介介護護予予防防・・日日常常生生活活圏圏域域ニニーーズズ調調査査かからら見見たた地地域域特特性性

 
 

〇市の中心部に近い地区で、一部山間地が含ま

れます。地区内でも中心部に近いエリアでは買

い物ができる店があり、観光地となっている温

泉地もあることから公共交通機関も比較的整

っています。

〇生活が苦しいと感じている人が少なくなっ

ています。

○外出を控えていない人、介護や支援が必要で

ない人が多くなっています。

〇社会参加については、収入のある仕事をして

いる人が極めて多くなっています。

〇スポーツ関係に参加している人は少なくな

っています。

【青空体操】

 
 

52.3

32.3

5.5

56.7
7.3

74.6

67.6
49.4

22.8

7.6

69.6
10.1

81.0

68.4

0

20

40

60

80

100
高齢者世帯の割合

生活が苦しい

と感じている人

生活にゆとりがある

と感じている人

外出を控えていない人ほとんど外出しない人

介護や支援が

必要でない人

健康状態が良い

と感じている人

全体

東山

（％）

全体（n=1871）

東山（ｎ=79）

2.5
11.2

7.0

1.4
5.1

0.8

1.5

15.8
2.6

7.6

6.4

0.03.8

0.0

0.0

27.9

-10
-5
0
5

10
15
20
25
30
ボランティア

スポーツ関係

趣味関係

学習・教養

介護予防のための通いの場

老人クラブ

町内会・自治会

収入のある仕事

全体

東山

（％）

全体（n=1871）

東山（ｎ=79）

生生活活状状況況のの比比較較表表  

社社会会参参加加のの比比較較表表  
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Ⅰ東山地区
の現状

Ⅱ東山地区
スローガン

１　地区社協ができており、高齢者分野の活動だけでなく、子どもとの交流も
　　続いている。
２　百歳体操、サロン、カフェ、青空体操が地域に根付いている。
３　一人暮らし高齢者の見守りは、民生委員と共生福祉相談員が連携よくされ
　　ている。

もっと、みんなでよぐすんべ東山～みんなが、いきいき暮らせるまちづくり～
わがこと丸ごと、老いも若きも力を合わせて、一人一人がつくり手となって！

Ⅲ　第８期計画期間（令和3～5年度）の振り返り、取り組みと成果

【【高高齢齢者者自自身身ににつついいてて】】
○新型コロナウイルスの影響で集まりの場の開催や参加に制限があったものの、住民と東
公民館等関係機関との連携工夫により「カフェ」や「百歳体操」の活動が維持された。
○密を避けるために「青空体操」を実施し定着した地域がある。新たに参加者同士の見守
りや声掛けあいが生まれている。
【【地地域域のの取取組組ににつついいてて】】
○地元園児によるあいさつ、ポスター作成、小学校での認知症サポーター養成講座、健康
づくり講演会など地区社協ならではの取組も行ってきた。高齢者が活躍するチョキチョキ
ボランティアも継続した。
○社会福祉協議会の生活サポート相談窓口の出張相談窓口が月１回設置され、相談しやす
い環境づくりに寄与した。
【【防防災災対対策策ににつついいてて】】
○東山地区は中心部に土砂災害警戒区域があり、区長会が中心となって市危機管理課と避
難できる場所の確保について話し合いを行っている。

Ⅳ　第9期計画期間（令和6～8年度）の取り組み

【【高高齢齢者者自自身身ににつついいてて】】
◎介護予防の取組をより進めるため、活動の場として活用できそうな場所、管理方法など
を把握したり、既存の集会所をもっと使いやすくする方法を考える。
◎高齢者の見守り継続のために、町内会支援マップの定期的な更新を検討していく。
【【地地域域のの取取組組ににつついいてて】】
◎高齢者のボランティア活動と地域のつながりが見えやすい工夫をし、高齢者の生きがい
づくりにつなげていきたい。また、若い世代が地域活動に参加しやすいよう「敬老会」や
「老人クラブ」のネーミングや活動の中身を検討していく。
【【防防災災対対策策ににつついいてて】】
◎住民一人一人の意識を高めるための防災学習の機会や、災害時の近所同士の声掛け合い
などできる範囲での行動を平常時から考えていきたい。また、地区内の介護施設等が、近
隣住民の準避難場所（仮称）になり得るのか条件整理を進めていきたい。

東山地区みんなで作る地区ごとコーナー

～みんなの取組 今まで・これから～
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日日常常生生活活圏圏域域 若若松松第第 地地区区名名 謹謹教教小小学学校校区区

担担当当：：若若松松第第 地地域域包包括括支支援援セセンンタターー

１１．．地地域域デデーータタ

項目 謹教小学校区（ ） 謹教小学校区（ ） （参考 ）全市

人口 ７，５０９人 ６，９７４人 １１３，００４人

高齢者人口 ２，４０２人 ２，３９０人 ３６，５３８人

高齢化率 ３２．０％ ３４．３％ ３２．３％

町内会数（行政区） ６０町内会 ６０町内会 ５０６町内会

世帯数（行政区） ４，３６８世帯 ４，２９４世帯 ４７，９７０世帯

要介護等認定者数 ５２８人 ５３０人 ７，０８６人

内
訳

（要介護３～５） （１３３人） （１４８人） （２，２３２人）

（要介護１～２） （２０１人） （１８０人） （２，５３６人）

（要支援１～２） （１９４人） （２０２人） （２，３１８人）

要介護等認定率 ２２．０％ ２２．２％ １９．４％

事業対象者数 ２７人 ３４人 ４００人

民生委員・児童委員数

（方部別）

２２人 ２２人 ２７９人

共生福祉相談員数（方部

別）

５人 ５人 ５２人

老人クラブ数 ４団体 ２団体 ４４団体

地域サロン数 １３団体 １２団体 ２１０団体

【 年前との比較状況】

・人口は 人減少、世帯数は 世帯減少しています。

・高齢者人口は 人減少、高齢化率は ポイント上がっています。

・要介護等認定者数は 人増加、要介護等認定率は ポイント上がっています。

・事業対象者数は 人増加しています。

・老人クラブは 団体減少しています。

・地域サロンは 団体減少しています。
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２２，，謹謹教教小小学学校校区区のの介介護護予予防防・・日日常常生生活活圏圏域域ニニーーズズ調調査査かからら見見たた地地域域特特性性

〇市の中心部の地区で、買い物ができる店や病

院等も多く、公共交通機関も比較的充実してい

る地区です。昔からの住宅等も多く高齢者世帯

の割合が多くなっています。

〇外出を控えていない人、介護や支援が必要で

ない人は少なくなっています。

〇健康状態が良いと感じている人は多くなっ

ています。

〇社会参加については、概ね市の平均と同じ傾

向となっていますが、町内会・自治会に参加し

ている人がわずかに多くなっています。

【健康相談会】
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生生活活状状況況のの比比較較表表  

社社会会参参加加のの比比較較表表  
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Ⅰ謹教地区
の現状

Ⅱ謹教地区
スローガン

１　高齢者の単身世帯等が増加し、支援が必要な世帯が増加している。
２　新型コロナウイルスの影響で世代間の繋がりが薄れ、地域住民間の交流
　　活動が縮小している。
３　水害の発生・空き家対策などへの身近な備えが進められてきている。

お互いの　顔が見える　まちづくり

Ⅲ　第８期計画期間（令和3～5年度）の振り返り、取り組みと成果

【【高高齢齢者者自自身身ににつついいてて】】
〇コロナ禍でも地域サロンの継続や、新たにいきいき百歳体操の立ち上げなど介護予防へ
の意識が高まっている。また、サロン活動の中で認知症の理解を深めるため、認知症サ
ポーター養成講座を行ってきた。しかし、依然として男性の参加者が増えない事が課題と
なっている。
【【地地域域のの取取組組ににつついいてて】】
〇認定こども園園児による一人暮らし高齢者宅の訪問活動が継続できており、また、通学
路の除雪ボランティアに参加する住民が増えているなど協力体制が構築されている。
【【生生活活環環境境づづくくりりににつついいてて】】
〇地域内で空き家の増加が見られるなど、地域環境の悪化も見られていることから、町内
会で独自に空き家の調査を実施した。
【【防防災災対対策策ににつついいてて】】
〇災害時に支援が必要な地域住民（障がい等）や一時避難できる空き地の情報が共有でき
ているが、一方で住民全体の防災意識が高まってはいないという課題もある。

Ⅳ　第9期計画期間（令和6～8年度）の取り組み

【【高高齢齢者者自自身身ににつついいてて】】
◎介護予防を推進するため、歩いて通える地区に地域サロンの設置を目指す。また、男性
高齢者の参加を増やす手法を検討したい。そのため、活動の場として空き家の活用、民間
事業所やお寺とのコラボレーションなどの事業展開を進めたい。
【【地地域域のの取取組組ににつついいてて】】
◎地域行事として祭りの復活や、子ども会と高齢者が触れ合える場を作り、住民間の交流
や世代間の交流を促進していきたい。加えて、認知症の高齢者を地域全体で支援し、見守
る体制づくりを進めたい。また「町内ボランティア」組織の構築を進めて行きたい。
【【防防災災対対策策ににつついいてて】】
◎町内会単位で、避難行動時の支援方法や役割分担等、具体的なシステム作りを進めた
い。また、一時避難場所、避難所までの経路をみんなで確認するとともに、町内会の連絡
網にライン等の活用を検討したい。

謹教地区みんなで作る地区ごとコーナー

～みんなの取組 今まで・これから～
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日日常常生生活活圏圏域域 若若松松第第２２ 地地区区名名 城城西西小小学学校校区区

担担当当：：若若松松第第 地地域域包包括括支支援援セセンンタターー

１１．．地地域域デデーータタ

項目 城西小学校区（ ） 城西小学校区（ ） （参考 ）全市

人口 １０，３７４人 １０，０５０人 １１３，００４人

高齢者人口 ３，１６３人 ３，１１６人 ３６，５３８人

高齢化率 ３０．５％ ３１．０％ ３２．３％

町内会数（行政区） ３１町内会 ３１町内会 ５０６町内会

世帯数（行政区） ４，７６０世帯 ４，８１９世帯 ４７，９７０世帯

要介護等認定者数 ６１７人 ６０４人 ７，０８６人

内
訳

（要介護３～５） （１７５人） （１７３人） （２，２３２人）

（要介護１～２） （２４１人） （２４１人） （２，５３６人）

（要支援１～２） （２０１人） （１９０人） （２，３１８人）

要介護等認定率 １９．５％ １９．４％ １９．４％

事業対象者数 ３１人 ２８人 ４００人

民生委員・児童委員数

（方部別）

２２人 ２２人 ２７９人

共生福祉相談員数（方部

別）

６人 ６人 ５２人

老人クラブ数 団体 ６団体 ４４団体

地域サロン数 １１団体 １３団体 ２１０団体

【 年前との比較状況】

・人口は 人減少、世帯数は 世帯増加しています。

・高齢者人口は 人減少、高齢化率は ポイント上がっています。

・要介護等認定者数は 人減少、要介護等認定率は ポイント下がっています。

・事業対象者数は 人減少しています。

・老人クラブは 団体減少しています。

・地域サロンは 団体増加しています。
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２２．．城城西西小小学学校校区区のの介介護護予予防防・・日日常常生生活活圏圏域域ニニーーズズ調調査査かからら見見たた地地域域特特性性 

〇市の中心部に近い地区で、買い物ができる店

や病院等も多く、公共交通機関も比較的充実し

ている地区です。昔からの住宅等も多く高齢者

世帯の割合が多くなっています。

〇生活が苦しいと感じている人、外出を控えて

いない人、健康状態が良いと感じている人が多

くなっています。

〇ほとんど外出しない人が少なくなっていま

す。

〇社会参加については、概ね市の平均と同じ傾

向となっていますが、町内会・自治会に参加し

ている人がわずかに多くなっています。

【ラジオ体操】
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城西（ｎ＝159）

生生活活状状況況のの比比較較表表  

社社会会参参加加のの比比較較表表  
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Ⅰ城西地区
の現状

Ⅱ城西地区
スローガン

１　少子高齢化の進行や新型コロナウイルスの影響で、地域住民間の交流の
　　機会が途絶え、若い世代に地域活動のノウハウを継承できず、地域全体
　　の関係性も希薄となってきている。
２　高齢者の単身世帯等が増加し、支援が必要な世帯が増加している。
３　地域活動を活性化する取組や災害への備えが進められてきている。

踏み出して　”一緒にあいばせ”　仲間の輪

Ⅲ　第８期計画期間（令和3～5年度）の振り返り、取り組みと成果

【【高高齢齢者者自自身身ににつついいてて】】
〇高齢者の介護予防の取組は着実に進んでおり、「つなポン」を活用しながら団地を中心
とした「地域サロン活動」の継続や「いきいき百歳体操」の立ち上げができ、こうした場
が日常の悩み事を話し合う機会にもなっている。
〇一方で、老人会やサロン等の男性参加者が少ないという課題は続いている。
【【地地域域のの取取組組ににつついいてて】】
〇地域の環境改善や住民間の関係性を築くため、花壇整備や清掃活動、除雪のボランティ
ア活動が継続的に行われている。また、町内会独自にボランティア活動として、ゴミ出し
や除雪を行っている町内もある。
【【防防災災対対策策ににつついいてて】】
〇水害への備えが必要であり、自主防災組織を結成し定期的に会合をもつ町内がある一方
で、「災害は他人事」として対策の進まない町内が多い現状がある。

Ⅳ　第9期計画期間（令和6～8年度）の取り組み

◎住民間のつながりづくりを目指し、地域行事を再開するなど様々な機会づくりをしなが
ら、住民間・世代間の交流の促進や、「困っていること」を相談し合える関係作りを進め
ていきたい。
【【高高齢齢者者自自身身ににつついいてて】】
◎「地域サロン」や「いきいき百歳体操」を継続していきたい。また、男性参加者を募る
ための手法を検討したい。（囲碁、将棋、しめ縄作り、そば会等の機会づくり）
【【地地域域のの取取組組ににつついいてて】】
◎地域イベントの再開や環境整備活動を継続し、さらには休耕地を活用して子どもも一緒
に農業体験や収穫祭等を行い「食育」も進めたい。また、日頃から気軽に「困っている。
手伝って」と相談し合える関係作りや、「ちょいボランティア」の組織つくりについて具
体的な方法を検討していきたい。
【【防防災災対対策策ににつついいてて】】
◎地区内の危険個所、避難場所、避難経路を再確認したうえで、町内会や団地ごと、また
は学校や事業所と合同の避難訓練を実施していきたい。また、定期的に側溝、水路の清掃
活動を実施し、町内会単位で防災講座を開くなど、住民一人一人が「我がこと」として防
災意識を高めていけるようにしたい。

城西地区みんなで作る地区ごとコーナー

～みんなの取組 今まで・これから～
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日日常常生生活活圏圏域域 若若松松第第 地地区区名名 小小金金井井小小学学校校区区

担担当当：：若若松松第第２２地地域域包包括括支支援援セセンンタターー

１１．．地地域域デデーータタ

項目 小金井小学校区（ ） 小金井小学校区（ ） （参考 ）全市

人口 ９，００５人 ８，９０６人 １１３，００４人

高齢者人口 ２，１１７人 ２，２３６人 ３６，５３８人

高齢化率 ２３．５％ ２５．１％ ３２．３％

町内会数（行政区） （城西・門田地区に

計上）

（城西・門田地区に

計上）

５０６町内会

世帯数（行政区） （城西・門田地区に

計上）

（城西・門田地区に

計上）

４７，９７０世帯

要介護等認定者数 ３０２人 ３２２人 ７，０８６人

内
訳

（要介護３～５） （８６人） （７７人） （２，２３２人）

（要介護１～２） （１０６人） （１２６人） （２，５３６人）

（要支援１～２） （１１０人） （１１９人） （２，３１８人）

要介護等認定率 １４．３％ １４．４％ １９．４％

事業対象者数 １７人 １３人 ４００人

民生委員・児童委員数

（方部別）

（城西・門田地区に

計上）

（城西・門田地区に

計上）

２７９人

共生福祉相談員数（方部

別）

（城西・門田地区に

計上）

（城西・門田地区に

計上）

５２人

老人クラブ数 ２団体 １団体 ４４団体

地域サロン数 ４団体 ６団体 ２１０団体

【 年前との比較状況】

・人口は 人減少しています。

・高齢者人口は 人増加、高齢化率は ポイント上がっています。

・要介護等認定者数は 人増加、要介護等認定率は ポイント上がっています。

・事業対象者数は 人減少しています。

・老人クラブは 団体減少しています。

・地域サロンは 団体増加しています。
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２２．．小小金金井井小小学学校校区区のの介介護護予予防防・・日日常常生生活活圏圏域域ニニーーズズ調調査査かからら見見たた地地域域特特性性 

〇市の南西部の中心部に近い地区で、比較的新

興住宅が多い地区です。そのため、車での移動

を前提とした店等が多い地区です。

〇概ね市の平均と同じ傾向となっていますが、

高齢者世帯の割合は多く、外出を控えていない

人は少なくなっています。

〇社会参加については、スポーツ関係、収入の

ある仕事をしている人が多くなっています。

〇介護予防のための通いの場に参加している

人は少なくなっています。

【サロン活動】
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生生活活状状況況のの比比較較表表  

社社会会参参加加のの比比較較表表  
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Ⅰ小金井地
区の現状

Ⅱ小金井地
区スローガン

１　子どもが多い地区ではあるが、少子高齢化も進行し、地域活動の継続
　　を困難にしつつある。
２　新型コロナウイルスの影響で地域住民間の交流活動が縮小している。
３　防災を切り口に地域の助け合いの仕組みづくりが進んできている。

となりの人を気にかけて　何気ない会話ができる町

Ⅲ　第８期計画期間（令和3～5年度）の振り返り、取り組みと成果

【【高高齢齢者者自自身身ににつついいてて】】
〇コロナ禍でも老人会や地域サロン活動、いきいき百歳体操が継続できているが、参加者
が減少し新たな参加者を募る方策の検討が課題となっている。
【【地地域域のの取取組組ににつついいてて】】
〇子ども会の参加者や地域の消防団員の減少が懸念されている。
〇区長会や老人会を始めとする地域団体が協力して、あいさつ運動や花壇整備、神社の清
掃活動が継続できている。
〇地区内において、近所の有志によるゴミ出しや間口の除雪の助け合いが出来ている町内
会がある一方で、ボランティア登録が進まない町内会もあり町内間の格差がある。
【【防防災災対対策策ににつついいてて】】
〇防災意識の高まりも見られ、町内で防災講座を開催したり、避難行動要支援者の把握を
行った町内もあった。

Ⅳ　第9期計画期間（令和6～8年度）の取り組み

◎地域サロンを継続・推進し、また、地域行事の再開や、あいさつ運動を通して、介護予
防や住民間交流の促進、高齢者の見守りを進めていきたい。
【【高高齢齢者者自自身身ににつついいてて】】
◎「地域サロン」や「いきいき百歳体操」の団体数、新たな参加者を増やしたい。また、
公園サロン（青空サロン）を春・秋に開催して合唱やおしゃべりする場を作りたい。
【【地地域域のの取取組組ににつついいてて】】
◎施設事業所等と連携し、夏祭りなど地域のイベントを再開したい。また、世代間交流の
場を増やすことで、地域の活性化を図りたい。
◎除雪について、間口除雪の互助を組織化していきたい。また、周知活動だけでなく、子
ども食堂を通して親やボランティアとの関係を広げることで、ボランティア登録者を増や
し、地域の繋がりへと発展させたい。
【【防防災災対対策策ににつついいてて】】
◎避難場所・避難所を再確認し、小学校や施設事業所と合同の避難訓練を実施していきた
い。また、住民一人一人の防災意識を高めるために、町内会単位で防災講座の開催し、一
人暮らし高齢者の避難計画の作成を具体的に進めていきたい。

小金井地区みんなで作る地区ごとコーナー

～みんなの取組 今まで・これから～
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日日常常生生活活圏圏域域 若若松松第第３３ 地地区区名名 門門田田・・城城南南小小学学校校区区

担担当当：：若若松松第第３３地地域域包包括括支支援援セセンンタターー

１１．．地地域域デデーータタ

項目 門田小学校区（ ） 城南小学校区（ ） （参考 ）全市

人口 ７，６３９人 ６，５１９人 １１３，００４人

高齢者人口 ２，２１９人 １，９２４人 ３６，５３８人

高齢化率 ２９．０％ ２９．５％ ３２．３％

町内会数（行政区） ４５町内会 ５０６町内会

世帯数（行政区） ８，２５８世帯 ４７，９７０世帯

要介護等認定者数 ３９４人 ４０２人 ７，０８６人

内
訳

（要介護３～５） （１２９人） （１１６人） （２，２３２人）

（要介護１～２） （１３９人） （１７４人） （２，５３６人）

（要支援１～２） （１２６人） （１１２人） （２，３１８人）

要介護等認定率 １７．８％ ２０．９％ １９．４％

事業対象者数 ２３人 ２８人 ４００人

民生委員・児童委員数（方部別） ２８人 ２７９人

共生福祉相談員数（方部別） ５人 ５２人

老人クラブ数 ２団体 １団体 ４４団体

地域サロン数 ９団体 ６団体 ２１０団体

項目 門田小学校区（ ） 城南小学校区（ ） （参考 ）全市

人口 ７，８９０人 ６，７７３人 １１７，２９９人

高齢者人口 ２，１７３人 １，８９８人 ３６，３９９人

高齢化率 ２７．５％ ２８．０％ ３１．０％

町内会数（行政区） ４５町内会 ５０６町内会

世帯数（行政区） ８，１０４世帯 ４６，８８９世帯

要介護等認定者数 ３８４人 ３８９人 ７，００２人

内
訳

（要介護３～５） （１０６人） （１１３人） （２，１６８人）

（要介護１～２） （１５０人） （１７７人） （２，５５３人）

（要支援１～２） （１２８人） （９９人） （２，２８１人）

要介護等認定率 １７．７％ ２０．５％ １９．２％

事業対象者数 １３人 ２６人 ４１４人

民生委員・児童委員数（方部別） ２８人 ２７９人

高齢者福祉相談員数（方部別） ５人 ５２人

老人クラブ数 団体 団体 ５９団体

地域サロン数 団体 団体 １６８団体
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２２――①①．．門門田田小小学学校校区区のの介介護護予予防防・・日日常常生生活活圏圏域域ニニーーズズ調調査査かからら見見たた地地域域特特性性 

【 年前との比較状況】

【門田小学校区】

・人口は 人減少しています。

・高齢者人口は 人増加、高齢化率は ポ

イント上がっています。

・要介護等認定者数は 人増加、要介護等認定

率は ポイント上がっています。

・事業対象者数は 人増加しています。

・老人クラブは増減ありません。

・地域サロンは 団体増加しています。

〇市の南部の中心部に近い地区で、一部に山林

地帯と新興住宅地も含まれる地区で、高齢者世

帯は少なくなっています。買い物ができる店や

病院等はあるものの、車での移動を前提とした

店等が多い地区です。

〇生活が苦しいと感じている人、外出を控えて

いない人が少なくなっています。

〇介護や支援が必要でない人は多くなってい

ます。

〇社会参加については、概ね市の平均と同じ傾

向となっていますが、収入のある仕事をしてい

る人が多くなっています。

【城南小学校区】

・人口は 人減少しています。

・高齢者人口は 人増加、高齢化率は ポ

イント上がっています。

・要介護等認定者数は 人増加、要介護等認定

率は ポイント上がっています。

・事業対象者数は 人増加しています。

・老人クラブは 団体減少しています。

・地域サロンは 団体増加しています。
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生生活活状状況況のの比比較較表表  

社社会会参参加加のの比比較較表表  
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２２――②②．．城城南南小小学学校校区区のの介介護護予予防防・・日日常常生生活活圏圏域域ニニーーズズ調調査査かからら見見たた地地域域特特性性 

〇市の中心部に近い地区で、買い物ができる店

や病院等も多く、公共交通機関も比較的充実し

ている地区と言えます。昔からの住宅等も多い

地区です。

○外出を控えていない人、介護や支援が必要で

ない人、健康状態が良いと感じている人が少な

くなっています。

〇社会参加については、スポーツ関係、趣味関

係、収入のある仕事をしている人が多くなって

います。

【あいさつ運動】
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生生活活状状況況のの比比較較表表  

社社会会参参加加のの比比較較表表  
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Ⅰ門田・城
南地区の現
状

Ⅱ門田・城
南地区ス
ローガン

１　少子高齢化の進行が、地域活動を困難にしている。
２　新型コロナウイルスの影響で、地域住民間の交流活動が停滞している。
３　あいさつ運動を切り口に、住民間の助け合いが進みつつある。

全世帯が見守り世帯　えがおであいさつ　門田町

Ⅲ　第８期計画期間（令和3～5年度）の取り組みと成果

【【高高齢齢者者自自身身ににつついいてて】】
〇新型コロナウイルスの影響で、地域サロンや老人クラブに参加できない人も増えたが、
一方で介護予防への意識は着実に高まっており、活動の継続や立ち上げができていた。特
に、福祉事業所と連携し地区の区分を超えた地域サロンが立ちあがったり、ラジオ体操や
歩け歩け運動（保健委員会主催）が継続されてきている。
【【地地域域のの取取組組ににつついいてて】】
〇現在、つながりの再構築を「あいさつ運動」を切り口に展開しており、住民同士の挨拶
が増えてきている。また、歳の神の継続や、子ども会で夏祭りの行事を行うことができた
町内があった。
【【防防災災対対策策ににつついいてて】】
〇災害への備えとして自主防災組織が、年１回の避難訓練を実施している町内や、地域サ
ロンを対象に「防災を考える会」が開催された地区があった。

Ⅳ　第9期計画期間（令和6～8年度）の取り組み

【【高高齢齢者者自自身身ににつついいてて】】
◎介護予防を推進するため「地域サロン」や「いきいき百歳体操」とともに、世代間交流
ができる地域行事を再開し、住民間の交流の促進を図り、また、高齢者の見守りを進めて
いきたい。
【【地地域域のの取取組組ににつついいてて】】
◎子どもと交流できるイベントや地域行事を復活するとともに、「あいさつマップ」の作
成を通して、地域事業所も含めた住民間のつながり・支え合いの仕組みを展開していきた
い。
◎支援が必要な高齢者の情報の共有を検討し、町内単位で高齢者世帯の見守りを取り組み
たい。
【【防防災災対対策策ににつついいてて】】
◎地区内で自主防災組織の結成を広げ、高齢者や障がいのある方も含めた避難方法を確認
していきたい。

門田・城南地区みんなで作る地区ごとコーナー

～みんなの取組 今まで・これから～
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日日常常生生活活圏圏域域 若若松松第第３３ 地地区区名名 大大戸戸小小学学校校区区

担担当当：：若若松松第第３３地地域域包包括括支支援援セセンンタターー

１１．．地地域域デデーータタ

項目 大戸小学校区（ ） 大戸小学校区（ ） （参考 ）全市

人口 １，４１８人 １，２６７人 １１３，００４人

高齢者人口 ７０２人 ６７５人 ３６，５３８人

高齢化率 ４９．５％ ５３．３％ ３２．３％

町内会数（行政区） １４町内会 １４町内会 ５０６町内会

世帯数（行政区） ４６０世帯 ４３７世帯 ４７，９７０世帯

要介護等認定者数 １９４人 １７６人 ７，０８６人

内
訳

（要介護３～５） （８６人） （７９人） （２，２３２人）

（要介護１～２） （５７人） （５０人） （２，５３６人）

（要支援１～２） （５１人） （４７人） （２，３１８人）

要介護等認定率 ２７．６％ ２６．１％ １９．４％

事業対象者数 人 ７人 ４００人

民生委員・児童委員数

（方部別）

１０人 １０人 ２７９人

共生福祉相談員数（方部

別）

２人 ２人 ５２人

老人クラブ数 ２団体 ２団体 ４４団体

地域サロン数 ６団体 １０団体 ２１０団体

【 年前との比較状況】

・人口は 人減少、世帯数は 世帯減少しています。

・高齢者人口は 人減少、高齢化率は ポイント上がっています。

・要介護等認定者数は 人減少、要介護等認定率は ポイント下がっています。

・事業対象者数は 人増加しています。

・老人クラブは増減ありません。

・地域サロンは 団体増加しています。
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２２．．大大戸戸小小学学校校区区のの介介護護予予防防・・日日常常生生活活圏圏域域ニニーーズズ調調査査かからら見見たた地地域域特特性性 

〇市の南部の地区で、中山間地域がその大部

分を占める地区です。

〇高齢者世帯の割合が少なくなっています。

〇生活が苦しいと感じている人が多く、外出

を控えていない人が少なくなっています。

〇社会参加については、市の平均よりも少な

い傾向となっており、特に収入のある仕事を

している人が少なくなっています。

【地域ケア会議】
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生生活活状状況況のの比比較較表表  

社社会会参参加加のの比比較較表表  
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Ⅰ大戸地
区の現状

Ⅱ大戸地区
スローガン

１　高齢化の進行や高齢者の単身世帯等が増加し、見守り等の支援が必要な方
　　が増加している。
２　新型コロナウイルスの影響で地域住民・世代間交流活動が停滞している。
３　移動や買い物などの地域課題が顕在化しており、対策が進められている。

①健康寿命を延ばそう！！　～ピンピンコロリン～
②健康意識はリーダー作りから！

Ⅲ　第８期計画期間（令和3～5年度）の取り組みと成果

【【高高齢齢者者自自身身ににつついいてて】】
〇単身高齢者も増加しており、生活習慣病を持つ方も多い現状にある。大戸地区全体の健
康づくりとして「冬のまるごと健康ウォークin大戸」が開催され多くの参加者があった。
【【生生活活環環境境づづくくりりににつついいてて】】
〇新型コロナウイルスの影響などで、老人会加入者の減少が見られ、「老人会」や「地域
サロン」「いきいき百歳体操」等に参加できない高齢者、特に男性高齢者が増えた。
〇地域の課題として病院や買い物の便が悪く、また公共交通機関が少ないため、闇川地区
でボランティア輸送実証を実施し、一定数の利用があったことなど検証が進められた。
【【防防災災対対策策ににつついいてて】】
〇防災の取組を推進するため、「防災講座」を開催した地区があった。また、避難所や避
難時の行動、危険箇所の確認ができる「防災マップ」が作成できた。

Ⅳ　第9期計画期間（令和6～8年度）の取り組み

◎住民の社会参加を促すため、既存の催しを利用し、コミュニティの場を増やしていきた
い。様々な内容の活動を取入れ活性化を図るとともに、各地区でのリーダー養成を検討し
ていきたい。
【【高高齢齢者者自自身身ににつついいてて】】
◎介護予防の推進を図るため、出張介護予防教室、認知症や介護保険の勉強会を開催し、
合わせてサロン等で住民の意向や思いを引き出していく環境づくりを進めたい。
【【地地域域のの取取組組ににつついいてて】】
◎地域の住民同士で高齢者等を見守っていく仕組みを検討するとともに、ボランティア団
体の立ち上げを検討していく。また、地域資源を活かしたウォーキングなど気軽に参加で
きる地域イベントを開催し、子どもと交流できる場を設けていきたい。
【【生生活活環環境境づづくくりりににつついいてて】】
◎地域住民の交通の便の確保を図るため、これまでの取組を踏まえながら循環バスの運行
を検討したい。また、住民間の情報共有・情報発信のため「大戸ちゃんねる」や広報誌の
利用を検討したい。

大戸地区みんなで作る地区ごとコーナー

～みんなの取組 今まで・これから～
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日日常常生生活活圏圏域域 若若松松第第４４ 地地区区名名 永永和和小小学学校校区区

担担当当：：若若松松第第４４地地域域包包括括支支援援セセンンタターー

１１．．地地域域デデーータタ

項目 永和小学校区（ ） 永和小学校区（ ） （参考 ）全市

人口 ２，０８０人 １，９４０人 １１３，００４人

高齢者人口 ７９２人 ７７５人 ３６，５３８人

高齢化率 ３８．１％ ３９．９％ ３２．３％

町内会数（行政区） １９町内会 １９町内会 ５０６町内会

世帯数（行政区） １，２３２世帯 １，３０２世帯 ４７，９７０世帯

要介護等認定者数 １３７人 １３７人 ７，０８６人

内
訳

（要介護３～５） （３５人） （３１人） （２，２３２人）

（要介護１～２） （５９人） （５５人） （２，５３６人）

（要支援１～２） （４３人） （５１人） （２，３１８人）

要介護等認定率 １７．３％ １７．７％ １９．４％

事業対象者数 １１人 ８人 ４００人

民生委員・児童委員数

（方部別）

１６人 １６人 ２７９人

共生福祉相談員数（方部

別）

２人 ２人 ５２人

老人クラブ数 ０団体 ０団体 ４４団体

地域サロン数 ６団体 ７団体 ２１０団体

【 年前との比較状況】

・人口は 人減少、世帯数は 世帯増加しています。

・高齢者人口は 人減少、高齢化率は ポイント上がっています。

・要介護等認定者数は増減なし、要介護等認定率は ポイント上がっています。

・事業対象者数は 人減少しています。

・老人クラブは増減ありません。

・地域サロンは 団体増加しています。
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２２．．永永和和小小学学校校区区のの介介護護予予防防・・日日常常生生活活圏圏域域ニニーーズズ調調査査かからら見見たた地地域域特特性性 

〇市北部の平坦な郊外地区で、田畑を中心とし

た農村地区です。幹線道路の設備が進んでいま

すが、公共交通機関や買い物ができる店舗は少

ない地域です。農村地区であることから子世代

との同居が多いと考えられ、高齢者世帯の割合

は少なくなっています。

〇市の平均より少ない傾向にあり、特に生活が

苦しいと感じている人が極めて少なくなって

います。

〇外出を控えていない人、介護や支援が必要で

ない人は多くなっています。

〇社会参加についても、市の平均より少ない傾

向にあり、特に趣味関係が少なくなっています。

〇介護予防のための通いの場、収入のある仕事

をしている人は多くなっています。

【フレイル予防教室】
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Ⅰ永和地区
の現状

Ⅱ永和地区
スローガン

１　少子高齢化の進行が地域活動を困難にしている。
２　高齢者の単身世帯等が増加し、支援が必要な世帯が増加している。
３　新型コロナウイルスの影響で地域住民間の交流活動が縮小している。
４　永和地区地域づくり協議会が設立され、地域の今後のあり方が検討され
　　ている。

培われた絆を大切に　お互いが支え合う地域をめざします

Ⅲ　第８期計画期間（令和3～5年度）の振り返り、取り組みと成果

【【高高齢齢者者自自身身ににつついいてて】】
〇新型コロナウイルス感染拡大の下でも、地域サロン活動といきいき百歳体操が行われ、
地域の繋がりと介護予防が図れている。なお、地域の特性として畑仕事の合間のお茶のみ
など、コミュニケーションの場が確保されている。
【【地地域域のの取取組組ににつついいてて】】
○地域では今後の地域づくりの方向性を検討し、永和地区地域づくり協議会にて、「永和
地区地域づくりビジョン」を策定した。
〇歴史とコミュニティ・高齢者支援・子育ての３つの部会に分かれ活動中で、史跡の看板
作り、高齢者福祉アンケート、夏祭り等を行った。
〇子供安全パトロール隊が始まり地区ごとで活動している。
【【防防災災対対策策のの取取組組ににつついいてて】】
〇除雪ボランティアの組織が継続している。地域づくり協議会にて、住民向けの防災講座
を開催している。

Ⅳ　第9期計画期間（令和6～8年度）の取り組み

【【高高齢齢者者自自身身ににつついいてて】】
◎集落ごとのサロン活動を推進し、大きな集会所に来られない高齢者を把握し、地域集会
所でのサロンを推奨していく。また、地域サロン、いきいき百歳体操、移動スーパー等の
交流の場を増やしていきたい。
◎いきいき百歳体操を推進し、高齢者の筋力向上等を行い、介護予防を進め、新団体の立
ち上げ推進も図りたい。
【【地地域域のの取取組組ににつついいてて】】
◎永和地区地域づくり協議会で話し合いや地域活動と各団体と横のつながりを継続し、
行った内容の情報発信を行いたい。
◎ミニケア会議を開催し、区長・民生委員・共生福祉相談員等と協力し、地域の情報を共
有していきたい。
◎高齢者と子どもに対する挨拶運動、見守り運動、報告活動を町内で行いたい。また、夏
祭りや収穫祭等の住民が交流できるイベントを開催したい。
◎地域で認知症サポーター養成講座や講演会を開催し早期発見・早期相談につなげたい。
◎ボランティア登録を周知し、ボランティアの方を増やしていきたい。
【【防防災災対対策策のの取取組組ににつついいてて】】
◎永和地区地域づくり協議会による防災の出前講座等を実施していきたい。
◎防災ミニケア会議の開催を通して、避難場所・避難所の再確認など、災害対策について
話し合いを行っていきたい。
◎助け合いの仕組みとして除雪ボランティア組織を継続し、地域住民の交流を図りたい。

永和地区みんなで作る地区ごとコーナー

～みんなの取組 今まで・これから～
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日日常常生生活活圏圏域域 若若松松第第４４ 地地区区名名 神神指指小小学学校校区区

担担当当：：若若松松第第４４地地域域包包括括支支援援セセンンタターー

１１．．地地域域デデーータタ

項目 神指小学校区（ ） 神指小学校区（ ） （参考 ）全市

人口 ２，６３９人 ２，４７９人 １１３，００４人

高齢者人口 １，０６７人 １，０６１人 ３６，５３８人

高齢化率 ４０．４％ ４２．８％ ３２．３％

町内会数（行政区） １６町内会 １６町内会 ５０６町内会

世帯数（行政区） ８８０世帯 ８８５世帯 ４７，９７０世帯

要介護等認定者数 ２４０人 ２６８人 ７，０８６人

内
訳

（要介護３～５） （８９人） （９９人） （２，２３２人）

（要介護１～２） （７７人） （９３人） （２，５３６人）

（要支援１～２） （７４人） （７６人） （２，３１８人）

要介護等認定率 ２２．５％ ２５．３％ １９．４％

事業対象者数 １８人 １４人 ４００人

民生委員・児童委員数

（方部別）

１１人 １１人 ２７９人

共生福祉相談員数（方部

別）

１人 １人 ５２人

老人クラブ数 １団体 ０団体 ４４団体

地域サロン数 １ 団体 １２団体 ２１０団体

 
【 年前との比較状況】

・人口は 人減少、世帯数は 世帯増加しています。

・高齢者人口は 人減少、高齢化率は ポイント上がっています。

・要介護等認定者数は 人増加、要介護等認定率は ポイント上がっています。

・事業対象者数は 人減少しています。

・老人クラブは 団体減少しています。

・地域サロンは増減ありません。
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２２．．神神指指小小学学校校区区のの介介護護予予防防・・日日常常生生活活圏圏域域ニニーーズズ調調査査かからら見見たた地地域域特特性性 

〇市西部の平坦他郊外地区で、田畑を中心と

した農村地区と市街地に近い住宅地が混在し

ている地区で、公共交通機関や買い物ができ

る店舗は比較的少ない地域です。

〇市の平均より少ない傾向にあり、特に高齢

者世帯、外出を控えていない人、介護や支援

が必要でない人で少なくなっています。

〇社会参加については、収入のある仕事をし

ている人が多くなっています。

〇スポーツ関係、介護予防のための通いの場

へ参加している人は少なくなっています。

【いきいき百歳体操】
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生生活活状状況況のの比比較較表表  

社社会会参参加加のの比比較較表表  
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Ⅰ神指地区
の現状

Ⅱ神指地区
スローガン

１　少子高齢化の進行が地域活動を困難にしている。
２　高齢者の単身世帯等が増加し、支援が必要な世帯が増加している。
３　新型コロナウイルスの影響で地域住民間の交流活動が縮小している。
４　水害が懸念される地域で住民の防災意識が高まっている。

生涯現役！！　昔からのつながりを大事に　神指の地で支えあおう！

Ⅲ　第８期計画期間（令和3～5年度）の取り組みと成果

【【高高齢齢者者自自身身ににつついいてて】】
〇新型コロナウイルス感染拡大のために参加できない人も増えたが、感染対策をしながら
活動継続をしていた。また、新型コロナウイルスが5類になったことでサロン活動を再開
しているサロンや老人会も多くある。また、「いきいき百歳体操」２団体の活動が継続さ
れた。
【【地地域域のの取取組組ににつついいてて】】
〇長年継続している町内会の親睦会がある。町内会内の祭りの実行委員、除草作業、アメ
シロ消毒など様々な場面で協力がなされている。
〇各種団体連絡協議会を開催し、団体の代表（小中学校ＰＴＡ・区長・民生委員・老人
会・その他）が集まり、お互いの活動内容の理解を深めている。
〇移動スーパーの導入が始まった町内がある。買い物に困っている高齢者の助けとなり、
楽しい集まりの場にもなっている。
【【防防災災対対策策ににつついいてて】】
〇地区の関係者とミニケア会議を行い情報共有して、関係づくりにつなげている。また、
防災の出前講座を行い、防災対策の意識を強めることができた。

Ⅳ　第9期計画期間（令和6～8年度）の振り返り、取り組み

【【高高齢齢者者自自身身ににつついいてて】】
◎新型コロナウイルス等に対する感染症対策を行った上で、地域サロンやいきいき百歳体
操などの介護予防活動を継続したい。
【【地地域域のの取取組組ににつついいてて】】
◎ミニケア会議の継続により、独居、日中独居高齢者などの集まりの場を把握していく。
◎高齢者の交流会「もみじの集い」の開催や、一人暮らし高齢者へのお弁当配布活動を検
討していきたい。
◎お祭り等の行事を再開し、子供・若者・高齢者の世代間交流を図りたい。
◎買い物の困難さが一層顕在化しているので、移動スーパーの利用をみんなで進めたい。
【【防防災災対対策策ににつついいてて】】
◎防災出前講座などの研修や避難訓練などを地域ごとに定期的に行っていきたい。
◎町内関係者でミニケア会議を行い、災害時に支援が必要な高齢者の把握や、高齢者の避
難についての話し合いを行っていきたい。また、防災に関するチラシの回覧や、避難場所
の協定を企業などと結ぶことを検討する。

神指地区みんなで作る地区ごとコーナー

～みんなの取組 今まで・これから～
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日日常常生生活活圏圏域域 若若松松第第４４ 地地区区名名 城城北北小小学学校校区区

担担当当：：若若松松第第４４地地域域包包括括支支援援セセンンタターー

１１．．地地域域デデーータタ

項目 城北小学校区（ ） 城北小学校区（ ） （参考 ）全市

人口 ９，６２８人 ９，４８７人 １１３，００４人

高齢者人口 ３，０４０人 ３，０１２人 ３６，５３８人

高齢化率 ３１．６％ ３１．７％ ３２．３％

町内会数（行政区） ２７町内会 ２７町内会 ５０６町内会

世帯数（行政区） ３，３３１世帯 ３，５３２世帯 ４７，９７０世帯

要介護等認定者数 ５８５人 ５８５人 ７，０８６人

内
訳

（要介護３～５） （１６８人） （１７７人） （２，２３２人）

（要介護１～２） （２０５人） （２０２人） （２，５３６人）

（要支援１～２） （２１２人） （２０６人） （２，３１８人）

要介護等認定率 １９．２％ １９．４％ １９．４％

事業対象者数 ２５人 ２４人 ４００人

民生委員・児童委員数

（方部別）

１８人 １８人 ２７９人

共生福祉相談員数（方部

別）

４人 ４人 ５２人

老人クラブ数 団体 ３団体 ４４団体

地域サロン数 団体 ６団体 ２１０団体

【 年前との比較状況】

・人口は 人減少、世帯数は 世帯増加しています。

・高齢者人口は 人減少、高齢化率は ポイント上がっています。

・要介護等認定者数は増減なし、要介護等認定率は ポイント上がっています。

・事業対象者数は 人減少しています。

・老人クラブは 団体減少しています。

・地域サロンは 団体増加しています。
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２２．．城城北北小小学学校校区区のの介介護護予予防防・・日日常常生生活活圏圏域域ニニーーズズ調調査査かからら見見たた地地域域特特性性

〇市の駅前中心部の地区で、買い物ができる店

や病院等も多く、公共交通機関も充実している

地区です。昔からの住宅等も多く、高齢者世帯

の割合が多くなっています。

〇外出を控えていない人、健康状態が良いと感

じている人は少なくなっています。

〇社会参加について、概ね市の平均と同じ傾向

となっていますが、趣味関係、老人クラブへ参

加している人がわずかに多く、収入のある仕事

をしている人はわずかに少なくなっています。

【サロン会】
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生生活活状状況況のの比比較較表表  

社社会会参参加加のの比比較較表表  
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Ⅰ城北地区
の現状

Ⅱ城北地区
スローガン

１　少子高齢化の進行が地域活動を困難にしている。
２　高齢者の単身世帯等が増加し、支援が必要な世帯が増加している。
３　地域住民間や事業所との交流活動を様々な形で展開している。

城北地区のみんながつながる輪。笑顔でお互い様の町づくりをしよう！

Ⅲ　第８期計画期間（令和3～5年度）の振り返り、取り組みと成果

【【高高齢齢者者自自身身ににつついいてて】】
〇老人会・サロン活動、城北コミセンの高齢者の活動が盛んに行われている。
〇集会所がない地区でも、教会やお寺の協力で、新しいサロンやいきいき百歳体操の団体
が出来ている。
【【地地域域のの取取組組ににつついいてて】】
〇コロナ禍で中止していた地域行事を再開している。町内によっては日帰りバスツアー、
花見、花火大会を再開している。子供の参加もあり、世代間交流が図れている。
〇ご近所の見守りやゴミ捨ての手伝いや除雪ボランティア、支援事業所での見守りや声掛
けがある。

Ⅳ　第9期計画期間（令和6～8年度）の取り組み

【【高高齢齢者者自自身身ににつついいてて】】
◎高齢者の介護予防として、いきいき百歳体操の推進や介護保険サービスの運動支援を行
うデイサービスを活用していきたい。また、教会やお寺、マンション等を活用し、新たな
集まれる場つくりを行いたい。
◎サロン会や老人会等に対し、介護事業所による出前講座を周知し、理学療法士・作業療
法士・栄養士等による体操や食事等の指導を行い、高齢者の介護予防を促進したい。
【【地地域域のの取取組組ににつついいてて】】
◎地域活動の担い手を育成する。ボランティア学園に参加する方法も検討し、地域のリー
ダーを育成していきたい。
◎子供会・婦人会・青年団・老人会との世代間交流を行っていく。地域活動への若い人の
参加を推進していきたい。お花見やお祭り等の町内行事を継続し、地域の繋がりを深めて
いきたい。
◎高齢者を支援してくれるお店などに働きかけ、ネットワークを作り、認知症サポーター
養成講座などを行いたい。
◎金川町コミュニティバスは状況に応じて運行コースを変更し、高齢者の病院受診や買
物、食事会など外出の足として利用していきたい。
【【防防災災対対策策ににつついいてて】】
◎防災に関する出前講座や消火器訓練などを継続し、年代を問わず防災意識を高めていき
たい。若い世代に向けてデジタルＩＴ技術（ＶＲ）を使った体験研修なども検討する。
◎災害時要支援者名簿の活用について、市と連携し、町内で防災をテーマとしたミニケア
会議で検討していきたい。

城北地区みんなで作る地区ごとコーナー

～みんなの取組 今まで・これから～
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日日常常生生活活圏圏域域 若若松松第第４４ 地地区区名名 日日新新小小学学校校区区

担担当当：：若若松松第第４４地地域域包包括括支支援援セセンンタターー

１１．．地地域域デデーータタ

項目 日新小学校区（ ） 日新小学校区（ ） （参考 ）全市

人口 ６，７３４人 ６，４７５人 １１３，００４人

高齢者人口 ２，２３１人 ２，２２２人 ３６，５３８人

高齢化率 ３３．１％ ３４．３％ ３２．３％

町内会数（行政区） ３０町内会 ３０町内会 ５０６町内会

世帯数（行政区） ３，２７９世帯 ３，２２０世帯 ４７，９７０世帯

要介護等認定者数 ４６３人 ４６５人 ７，０８６人

内
訳

（要介護３～５） （１２４人） （１２８人） （２，２３２人）

（要介護１～２） （１５５人） （１６０人） （２，５３６人）

（要支援１～２） （１８４人） （１７７人） （２，３１８人）

要介護等認定率 ２０．８％ ２０．９％ １９．４％

事業対象者数 １７人 ２５人 ４００人

民生委員・児童委員数

（方部別）

２１人 ２１人 ２７９人

共生福祉相談員数（方部

別）

４人 ４人 ５２人

老人クラブ数 ３団体 ２団体 ４４団体

地域サロン数 ６団体 １１団体 ２１０団体

【 年前との比較状況】

・人口は 人減少、世帯数は 世帯減少しています。

・高齢者人口は 人減少、高齢化率は ポイント上がっています。

・要介護等認定者数は 人増加、要介護等認定率は ポイント上がっています。

・事業対象者数は 人増加しています。

・老人クラブは 団体減少しています。

・地域サロンは 団体増加しています。
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２２．．日日新新小小学学校校区区のの介介護護予予防防・・日日常常生生活活圏圏域域ニニーーズズ調調査査かからら見見たた地地域域特特性性 

〇市の中心部の地区で、買い物ができる店や病

院等も多く、公共交通機関も比較的充実してい

る地区と言えます。しかし、昔からの住宅等が

多く高齢者世帯の割合が多くなっています。

〇外出を控えていない人が多くなっています。

〇介護や支援が必要でない人は少なくなって

います。

〇社会参加については、概ね市の平均と同じ傾

向となっていますが、収入のある仕事をしてい

る人は少なくなっています。

【いきいき百歳体操】
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生生活活状状況況のの比比較較表表  

社社会会参参加加のの比比較較表表  
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Ⅰ日新地区
の現状

Ⅱ日新地区
スローガン

１　高齢化の進行や高齢者の単身世帯等が増加し、支援が必要な方が増加し
　　ている。
２　新型コロナウイルスの影響で地域活動が縮小しているが、高齢者と子ど
　　もの活動を一緒に行う事で世代間交流と地域の活性化も図れている。
３　水害等の発生が心配され、住民の防災対策が進められている。

健康寿命で百歳をめざそう！　日新地区！

Ⅲ　第８期計画期間（令和3～5年度）の振り返り、取り組みと成果

【【高高齢齢者者自自身身ににつついいてて】】
〇介護予防の意識が高く、「いきいき百歳体操」の団体が増えている。また、地域サロン
やウォーキング、ラジオ体操などを通して高齢者の集まる場や活動が多い。つながりづく
りポイント事業に加入している団体も多く、良い相乗効果がある。
【【地地域域のの取取組組ににつついいてて】】
〇一人暮らしの高齢者に対しての声掛け見守りがあり、昔から長く町内に住んでいる方が
多く、さりげない目配り・気配りがある。
〇地区社会福祉協議会が立ち上がり、補助金を活用し地区の活動支援に繋げている。
〇地区内で移動スーパーが拡充されてきている。
【【防防犯犯・・防防災災対対策策ににつついいてて】】
〇区長会で緊急連絡網を作り、災害時などに区長会長からの連絡網が機能し、また、区長
会と民生児童委員との話し合いの場もあり連携も図れている。
〇一人暮らしの高齢者の除雪を担当を決めて行っている町内会がある。また、町内会の有
志で登校時の見守りがあり、町内会役員で夜廻りも行っている。

Ⅳ第9期計画期間（令和6～8年度）の取り組み

【【高高齢齢者者自自身身ににつついいてて】】
◎サロン会やいきいき百歳体操は、「誰が参加しても良く、皆で仲良く活動をする」とい
う意識を持ち、参加者の垣根を無くし、新たな参加者を募っていく。
【【地地域域のの取取組組ににつついいてて】】
◎区長・民生委員・共生福祉相談員等の地域関係者と情報交換や協議が図れるよう、ケア
会議とミニケア会議を開催し、心配な高齢者や地域の情報共有、集まりの場所つくり、地
域資源発掘等を行いたい。
◎地区社会福祉協議会と連携し、地域の課題解決の為の取り組みを検討していく。
◎移動スーパーが必要な町内に対し、移動スーパーの導入や駐車スペースの検討を行う。
◎世代間交流・介護予防・集いの場として、町内でラジオ体操を行う。また、世代間の交
流を深め、子どもたちに伝統を伝えられるよう、コロナで中止された地域のお祭り等を再
開していきたい。
◎ヤングケアラーの支援として、学校との情報共有を行っていきたい。
【【防防犯犯・・防防災災対対策策ににつついいてて】】
◎町内でミニケア会議を開催し、単身世帯・高齢者世帯の情報共有、防災マップの情報共
有、避難経路と方法を検討する。また、一時避難先として福祉事業所の協力や、垂直避難
ができる高い団地やアパートの建物への協力体制を検討する。

日新地区みんなで作る地区ごとコーナー

～みんなの取組 今まで・これから～
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日日常常生生活活圏圏域域 若若松松第第５５ 地地区区名名 一一箕箕・・松松長長小小学学校校区区

担担当当：：若若松松第第５５地地域域包包括括支支援援セセンンタターー

１１．．地地域域デデーータタ

項目 一箕小学校区（ ） 松長小学校区（ ） （参考 ）全市

人口 １３，１７５人 ４，７８３人 １１３，００４人

高齢者人口 ３，５１５人 １，６２６人 ３６，５３８人

高齢化率 ２６．７％ ３４．０％ ３２．３％

町内会数（行政区） ５７町内会 ５０６町内会

世帯数（行政区） ７，４３９世帯 ４７，９７０世帯

要介護等認定者数 ５４０人 ３６４人 ７，０８６人

内
訳

（要介護３～５） （１４３人） （１８８人） （２，２３２人）

（要介護１～２） （２０６人） （１００人） （２，５３６人）

（要支援１～２） （１９１人） （７６人） （２，３１８人）

要介護等認定率 １５．４％ ２２．４％ １９．４％

事業対象者数 ４０人 １７人 ４００人

民生委員・児童委員数（方部別） ２４人 ２７９人

共生福祉相談員数（方部別） ４人 ５２人

老人クラブ数 ４団体 ０団体 ４４団体

地域サロン数 １団体 ９団体 ２１０団体

項目 一箕小学校区（ ） 松長小学校区（ ） （参考 ）全市

人口 １３，４２６人 ５，１０５人 １１７，２９９人

高齢者人口 ３，４０１人 １，５７１人 ３６，３９９人

高齢化率 ２５．３％ ３０．８％ ３１．０％

町内会数（行政区） ５６町内会 ５０６町内会

世帯数（行政区） ６，９２８世帯 ４６，８８９世帯

要介護等認定者数 ５３０人 ３６３人 ７，００２人

内
訳

（要介護３～５） （１２８人） （１８４人） （２，１６８人）

（要介護１～２） （２１５人） （９４人） （２，５５３人）

（要支援１～２） （１８７人） （８５人） （２，２８１人）

要介護等認定率 １５．６％ ２３．１％ １９．２％

事業対象者数 ５３人 ２０人 ４１４人

民生委員・児童委員数（方部別） ２４人 ２７９人

高齢者福祉相談員数（方部別） ４人 ５２人

老人クラブ数 ４団体 団体 ５９団体

地域サロン数 １８団体 団体 １６８団体
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２２――①①．．一一箕箕小小学学校校区区のの介介護護予予防防・・日日常常生生活活圏圏域域ニニーーズズ調調査査かからら見見たた地地域域特特性性

【 年前との比較状況】

【一箕小学校地区】

・人口は 人減少しています。

・高齢者人口は 人増加、高齢化率は ポ

イント上がっています。

・要介護等認定者数は 人増加、要介護等認定

率は ポイント下がっています。

・事業対象者数は 人減少しています。

・老人クラブは増減ありません。

・地域サロンは 団体増加しています。

○市の北東部の中心部に近い地区で、比較的新

興住宅が多い地区となっており、高齢者世帯の

割合が高くなっています。買い物ができる店や

病院等はあるものの、車での移動を前提とした

店等が多い地区です。

○概ね市の平均と同じ傾向となっていますが、

生活が苦しいと感じている人、介護や支援が必

要でない人は多くなっています。

○社会参加についても、概ね市の平均と同じ傾

向となっていますが、収入のある仕事をしてい

る人は少なくなっています。

【松長小学校区】

・人口は 人減少しています。

・高齢者人口は 人増加、高齢化率は ポ

イント上がっています。

・要介護等認定者数は 人増加、要介護等認定

率は ポイント下がっています。

・事業対象者数は 人減少しています。

・老人クラブは 団体減少しています。

・地域サロンは 団体増加しています。
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生生活活状状況況のの比比較較表表  

社社会会参参加加のの比比較較表表  
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２２――②②．．松松長長小小学学校校区区のの介介護護予予防防・・日日常常生生活活圏圏域域ニニーーズズ調調査査かからら見見たた地地域域特特性性 

○市の北東部の丘陵地に開かれた新興住宅地

区です。市街地から若干離れており、車での移

動を前提とした地域で、買い物ができる店や病

院等は少ない環境です。高齢者世帯の割合が市

の平均より多いのは核家族世帯が多いものと

考えられます。

○概ね市の平均と同じ傾向となっていますが、

生活にゆとりがあると感じている人が多く、健

康状態が良いと感じている人は少なくなって

います。

○社会参加については、スポーツ関係、趣味

関係、介護予防のための通いの場に参加して

いる人が多くなっています。

【地域ケア会議】
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生生活活状状況況のの比比較較表表  

社社会会参参加加のの比比較較表表  
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Ⅰ一箕・松長
地区の現状

Ⅱ一箕・松長
地区スローガ
ン

１　少子高齢化の進行が地域活動の継続を困難にしてきている。
２　高齢者の単身世帯等が増え、支援が必要な世帯が増加しており、地区
　　の役員も高齢化し、引継ぎも難しくなってきている。
３　新型コロナウイルスの影響で地区の行事が開催できず、子ども会の縮
　　小もあり、地域住民間の交流活動が停滞している。

明るく　楽しく　元気よく　絆で結ぶまちづくり

Ⅲ　第８期計画期間（令和3～5年度）の振り返り、取り組みと成果

【【高高齢齢者者自自身身ににつついいてて】】
〇新型コロナウイルスの影響もあり、「地域サロン」や「老人クラブ」に参加できない人
も増え、活動を中止した団体もあった。一方で介護予防への気運は着実に高まっており、
期間中「いきいき百歳体操」２団体の活動が継続できた。
〇買い物、通院、除雪、ゴミ出しなどに不便さを感じている人が多く、協力し合っている
ところもあるが不十分である。買い物では、販売エリアや“ミニマル”などの情報が住民
に行き届いていない現状がある。
【【地地域域のの取取組組ににつついいてて】】
〇町内の行事が、区長や役員の高齢化、後継者不足、住民の協力も得にくいなどの理由に
より開催が難しくなっていた。当地区では、今後の地域づくりの方向性「各種団体連絡協
議体」を立ち上げた。
【【防防災災対対策策ににつついいてて】】
〇災害への備えは、なかなか進まない状況にあるが、自主防災組織の立ち上げもあった。

Ⅳ　第9期計画期間（令和6～8年度）の取り組み

【【高高齢齢者者自自身身ににつついいてて】】
◎介護予防推進のため「地域サロン」や「いきいき百歳体操」を活性化していきたい。
◎買い物、通院、除雪、ゴミ出しなど、生活上の困りごとを解決するための情報発信の仕
方や、問題解決のための新しい取り組みを検討していく必要がある。
【【地地域域のの取取組組ににつついいてて】】
◎世代間交流ができる地域行事を順次再開し、住民間交流の促進を図り、高齢者の見守り
を進めていきたい。また地域の「ふれあい昼食会」の在り方や内容を見直していきたい。
◎支援が必要な高齢者の情報の共有、例えば町内連絡網の作成を検討し、町内単位で高齢
者世帯の安否確認に取り組んでいきたい。
◎地域全体で協力し、「各種団体連絡協議体」を立ち上げ、住民主体で地域の事を考えて
いく。
【【生生活活環環境境づづくくりりににつついいてて】】
◎免許返納者の移動手段の確保について地域で支える仕組みづくりを検討していきたい。
【【防防災災対対策策ににつついいてて】】
◎災害への備えを進めるため、自主防災組織を広げていくとともに、防災訓練開催に向け
て、町内会単位でハザードマップの見方や活用方法についての説明会を開催する。その中
で、高齢者や障がいのある方も含めた避難方法を確認していく。

一箕・松長地区みんなで作る地区ごとコーナー

～みんなの取組 今まで・これから～
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日日常常生生活活圏圏域域 若若松松第第５５ 地地区区名名 湊湊小小学学校校区区

担担当当：：若若松松第第５５地地域域包包括括支支援援セセンンタターー

１１．．地地域域デデーータタ

項目 湊小学校区（ ） 湊小学校区（ ） （参考 ）全市

人口 １，６４０人 １，５１８人 １１３，００４人

高齢者人口 ７７１人 ７６３人 ３６，５３８人

高齢化率 ４７．０％ ５０．３％ ３２．３％

町内会数（行政区） １６町内会 １６町内会 ５０６町内会

世帯数（行政区） ５０１世帯 ４９５世帯 ４７，９７０世帯

要介護等認定者数 １９７人 １８８人 ７，０８６人

内
訳

（要介護３～５） （８０人） （８０人） （２，２３２人）

（要介護１～２） （５２人） （５０人） （２，５３６人）

（要支援１～２） （６５人） （５８人） （２，３１８人）

要介護等認定率 ２５．６％ ２４．６％ １９．４％

事業対象者数 ３１人 １６人 ４００人

民生委員・児童委員数

（方部別）

１１人 １１人 ２７９人

共生福祉相談員数（方部

別）

２人 ２人 ５２人

老人クラブ数 ４団体 ４団体 ４４団体

地域サロン数 １ 団体 １１団体 ２１０団体

 
【 年前との比較状況】

・人口は 人減少、世帯数は 世帯減少しています。

・高齢者人口は 人減少、高齢化率は ポイント上がっています。

・要介護等認定者数は 人減少、要介護等認定率は ポイント下がっています。

・事業対象者数は 人減少しています。

・老人クラブは増減ありません。

・地域サロンは 団体減少しています。
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２２．．湊湊小小学学校校区区のの介介護護予予防防・・日日常常生生活活圏圏域域ニニーーズズ調調査査かからら見見たた地地域域特特性性

〇市中心部から山地を挟んだ市東部の郊外地

区で、田畑を中心とした農村地区です。市街地

から距離があり、公共交通機関や買い物ができ

る店舗は少ない地域です。子世代との同居が多

いものと考えられ、高齢者世帯の割合が少なく

なっています。

○生活が苦しいと感じている人、ほとんど外出

しない人、健康状態が良いと感じている人が多

くなっています。

〇生活にゆとりがあると感じている人は少な

くなっています。

○社会参加については、市の平均より少ない傾

向にあり、特に趣味関係へ参加している人が少

なくなっています。

【地域ケア会議】

2.5
11.2

7.0

1.45.1

0.8

1.5

15.8

0.0

10.3

2.6

0.02.6

0.0

0.0

15.4

-10
-5
0
5

10
15
20
25
ボランティア

スポーツ関係

趣味関係

学習・教養

介護予防のための通いの場

老人クラブ

町内会・自治会

収入のある仕事

グラフタイトル

全体

湊

（％）

全体（n=1871）

湊（ｎ=39）

52.3

32.3

5.5

56.7
7.3

74.6

67.6

33.3

35.9

0.0

59.0
12.8

71.8

76.9

0

20

40

60

80

100
高齢者世帯の割合

生活が苦しい

と感じている人

生活にゆとりがある

と感じている人

外出を控えていない人ほとんど外出しない人
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湊

（％）
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生生活活状状況況のの比比較較表表  

社社会会参参加加のの比比較較表表  
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Ⅰ湊地区
の現状

Ⅱ湊地区ス
ローガン

１　高齢化の進行や高齢者の単身世帯等が増加し、見守り等の支援が必要な方
　　が増加している一方で、「役員等に新しい担い手がいない」「子育て世代
　　との交流が少ない」「見守り支援体制が難しい」といった地域課題が進行
　　してきている。
２　新型コロナウイルスの影響で地域行事や集落の作業の開催が難しくなり、
　　地域住民・世代間の交流活動が縮小している。
３　移動や防災など地域特有の課題が顕在化しており対策が進められている。

世代を超えて元気で安心して暮らせる　みなと！

Ⅲ　第８期計画期間（令和3～5年度）の振り返り、取り組みと成果

【【高高齢齢者者自自身身ににつついいてて】】
〇新型コロナウイルスの影響などで、老人会加入者の減少が見られ、地域サロンに行けな
い高齢者、特に男性高齢者の社会参加が乏しい状況だった。一方で地域サロン活動やいき
いき百歳体操団体が継続しており、活動を通して交流が活性化した地区もあった。
〇地域のつながりが強く、お互いに協力し合っているが、それゆえに周囲に遠慮し相談で
きない人もいる。困っている人が気兼ねなく相談できる仕組みづくりが必要。
【【地地域域のの取取組組ににつついいてて】】
〇「みなとバス」を利用しながら地域交流の輪が続いており、75歳以上の高齢者への
「おせち料理の配布」継続や「よってカフェ」の立ち上げができたり、ICT機器を学ぶ機
会となる「スマートフォン教室」を開催した。
【【防防災災のの取取組組ににつついいてて】】
〇単身高齢者世帯の除雪や見守り、防災の取組を推進するため、全地区でミニケア会議を
開催し、避難所や避難時の行動、危険個所の確認ができた。

Ⅳ　第9期計画期間（令和6～8年度）の取り組み

【【高高齢齢者者自自身身ににつついいてて】】
◎高齢者の相談窓口として、湊町の福祉機関と連携し「湊町の福祉相談窓口」を周知す
る。窓口の周知方法を検討し、高齢者に有益な情報を発信していく。
【【地地域域のの取取組組ににつついいてて】】
◎助け合いの仕組みづくりとして、支援が必要な高齢者の情報共有を進めるとともに、
「みなと”たすけ愛”サービス」のサービス内容をリニューアルして再開する。
◎子どもや若い世代と交流するイベントを開催し、交流機会の少ない高齢男性が活躍でき
る内容を検討したい。
【【生生活活環環境境づづくくりりににつついいてて】】
◎今日的な課題である「ICT機器の活用」「空き家の有効活用」に対応するために、みな
とチャンネルやスマートフォンのアプリ等を有効に活用する手法を検討し、また、空き家
の活用や移住者の受け入れ体制を整備していきたい。
【【防防災災のの取取組組ににつついいてて】
◎災害への備えを進めるため、自主防災組織を広げていくとともに、防災訓練開催に向け
て、町内会単位でハザードマップの見方や活用方法についての説明会を開催する。その中
で、高齢者や障がいのある方も含めた避難方法を確認していく。

湊地区みんなで作る地区ごとコーナー

～みんなの取組 今まで・これから～
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日日常常生生活活圏圏域域 北北会会津津 地地区区名名 荒荒舘舘・・川川南南小小学学校校区区

担担当当：：北北会会津津地地域域包包括括支支援援セセンンタターー

１１．．地地域域デデーータタ

項目 荒舘小学校区（ ） 川南小学校区（ ） （参考 ）全市

人口 ４，６５３人 ２，１５２人 １１３，００４人

高齢者人口 １，４９８人 ８６５人 ３６，５３８人

高齢化率 ３２．２％ ４０．２％ ３２．３％

町内会数（行政区） ５０町内会 ５０６町内会

世帯数（行政区） ２，２１９世帯 ４７，９７０世帯

要介護等認定者数 ２４３人 １９３人 ７，０８６人

内
訳

（要介護３～５） （６９人） （１０７人） （２，２３２人）

（要介護１～２） （９３人） （４３人） （２，５３６人）

（要支援１～２） （８１人） （４３人） （２，３１８人）

要介護等認定率 １６．２％ ２２．３％ １９．４％

事業対象者数 １６人 ６人 ４００人

民生委員・児童委員数（方部別） １９人 ２７９人

共生福祉相談員数（方部別） ３人 ５２人

老人クラブ数 団体 ０団体 ４４団体

地域サロン数 団体 団体 ２１０団体

項目 荒舘小学校区（ ） 川南小学校区（ ） （参考 ）全市

人口 ４，７６６人 ２，２７２人 １１７，２９９人

高齢者人口 １，４５５人 ８４０人 ３６，３９９人

高齢化率 ３０．５％ ３７．０％ ３１．０％

町内会数（行政区） ５０町内会 ５０６町内会

世帯数（行政区） ２，１２８世帯 ４６，８８９世帯

要介護等認定者数 ２４５人 １９６人 ７，００２人

内
訳

（要介護３～５） （６６人） （１０８人） （２，１６８人）

（要介護１～２） （９２人） （４８人） （２，５５３人）

（要支援１～２） （８７人） （４０人） （２，２８１人）

要介護等認定率 １６．８％ ２３．３％ １９．２％

事業対象者数 ２７人 １３人 ４１４人

民生委員・児童委員数（方部別） １９人 ２７９人

高齢者福祉相談員数（方部別） ３人 ５２人

老人クラブ数 団体 団体 ５９団体

地域サロン数 団体 １団体 １６８団体
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２２――①①．．荒荒舘舘小小学学校校区区のの介介護護予予防防・・日日常常生生活活圏圏域域ニニーーズズ調調査査かからら見見たた地地域域特特性性

【 年前との比較状況】

【荒舘小学校区】

・人口は 人減少しています。

・高齢者人口は 人増加、高齢化率は ポ

イント上がっています。

・要介護等認定者数は 人減少、要介護等認定

率は ポイント下がっています。

・事業対象者数は 人減少しています。

・老人クラブは 団体減少しています。

・地域サロンは 団体増加しています。

〇市北西部の平坦な郊外地区で、田畑を中心と

した農村地区です。車での移動を前提としてお

り、公共交通機関や買い物ができる店舗は少な

い地域です。農村地区であることから子世代と

の同居が多いと考えられ、高齢者世帯の割合は

少なくなっています。

○市の平均より少ない傾向となっており、特に

生活が苦しいと感じている人、外出を控えてい

ない人、介護や支援が必要でない人、健康状態

が良いと感じている人が少なくなっています。

○社会参加については、概ね市の平均と同じ傾

向となっていますが、収入のある仕事をしてい

る人は極めて多くなっています。

【川南小学校区】

・人口は 人減少しています。

・高齢者人口は 人増加、高齢化率は ポ

イント上がっています。

・要介護等認定者数は 人減少、要介護等認定

率は ポイント下がっています。

・事業対象者数は 人減少しています。

・老人クラブは増減ありません。

・地域サロンは増減ありません。
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生生活活状状況況のの比比較較表表  

社社会会参参加加のの比比較較表表  

－ 205 －

資料編

資
料
編



- 206 - 
 
 

２２――②②．．川川南南小小学学校校区区のの介介護護予予防防・・日日常常生生活活圏圏域域ニニーーズズ調調査査かからら見見たた地地域域特特性性 

〇市北西部の平坦な郊外地区で、田畑を中心と

した農村地区です。車での移動を前提としてお

り、公共交通機関や買い物ができる店舗は少な

い地域です。農村地区であることから子世代と

の同居が多いと考えられ、高齢者世帯の割合は

少なくなっています。

○生活が苦しいと感じている人が多い一方、生

活にゆとりがあると感じている人も多くなっ

ています。

○外出を控えていない人が多く、ほとんど外出

しない人は少なくなっています。

○社会参加については、市の平均とは異なる傾

向にあり、ボランティア、町内会・自治会に参

加している人が多くなっています。

〇介護予防のための通いの場、収入のある仕事

をしている人は少なくなっています。

【いきいき百歳体操】
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生生活活状状況況のの比比較較表表  

社社会会参参加加のの比比較較表表  
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Ⅰ北会津地
区の現状

Ⅱ北会津地
区スローガ
ン

　

１　少子高齢化が一層進行し、地域活動の継続を困難にしてきている。
２　高齢者の単身世帯等が増加し、支援が必要な世帯が増加していることに
　　伴い老々介護を心配する住民が出てきている。
３　新型コロナウイルスの影響で地域の行事開催が難しくなり、地域活動に
　　参加しない方が増えた結果、住民・世代間の交流活動が縮小し、地域全
　　体の関係性も希薄となってきている。

できることから　地域のために　共に築く未来へ

Ⅲ　第８期計画期間（令和3～5年度）の振り返り、取り組みと成果

【【高高齢齢者者自自身身ににつついいてて】】
〇新型コロナウイルスの影響の広がりの中にあっても介護予防の意識は高まりを見せ、
「いきいき百歳体操」や「地域サロン」の立ち上げも見られた。
〇障がい者福祉施設の利用者と住民が、一緒に青空ラジオ体操を実施するなどのつながり
ができてきている。
【【防防災災対対策策ににつついいてて】】
〇防災の意識も徐々に浸透してきており、自主防災組織が構築された地区やSOSネット
ワーク模擬訓練が実施できた地区もあった。

Ⅳ　第9期計画期間（令和6～8年度）の取り組み

◎今後、地域活動の視点として「ひと」、「暮らし」、「産業」、「環境」の４つの切り
口で「見える化」し、各地区のミニケア会議を通して「顔の見える関係」を作り、地域づ
くり・人とのつながりを進めていきたい。
【【地地域域のの取取組組ににつついいてて】】
◎地域活動への高齢者参加を広げることや高齢者の見守り体制を構築していきたい。認知
症への理解をさらに広げるため「認知症SOS模擬訓練」を継続していく。
◎北会津地域の文化・伝統・風習を次代に引き継ぐとともに、住民みんなで楽しめる行事
を開催したい。併せて、支援が必要な高齢者等へのボランティア活動を広めていきたい。
【【防防災災対対策策ににつついいてて】】
◎災害時や緊急時への備えとして地域単身高齢者世帯の緊急連絡先に関する情報共有や
「あんしんバトン」の取り組みを進めていきたい。

北会津地区みんなで作る地区ごとコーナー

～みんなの取組 今まで・これから～
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日日常常生生活活圏圏域域 河河東東 地地区区名名 河河東東学学園園区区

担担当当：：河河東東地地域域包包括括支支援援セセンンタターー

１１．．地地域域デデーータタ

項目 河東学園区（ ） 河東学園区（ ） （参考 ）全市

人口 ７，９６４人 ７，６１１人 １１３，００４人

高齢者人口 ２，７２７人 ２，７７３人 ３６，５３８人

高齢化率 ３４．２％ ３６．４％ ３２．３％

町内会数（行政区） ５３町内会 ５３町内会 ５０６町内会

世帯数（行政区） ２，４９３世帯 ２，５０５世帯 ４７，９７０世帯

要介護等認定者数 ４６９人 ４８５人 ７，０８６人

内
訳

（要介護３～５） （１３０人） （１３４人） （２，２３２人）

（要介護１～２） （１９６人） （２０２人） （２，５３６人）

（要支援１～２） （１４３人） （１４９人） （２，３１８人）

要介護等認定率 １７．２％ １７．５％ １９．４％

事業対象者数 ３２人 ３１人 ４００人

民生委員・児童委員数

（方部別）

２３人 ２３人 ２７９人

共生福祉相談員数（方部

別）

３人 ３人 ５２人

老人クラブ数 １２団体 １０団体 ４４団体

地域サロン数 １６団体 ２１団体 ２１０団体

 
【 年前との比較状況】

・人口は 人減少、世帯数は 世帯増加しています。

・高齢者人口は 人増加、高齢化率は ポイント上がっています。

・要介護等認定者数は 人増加、要介護等認定率は ポイント上がっています。

・事業対象者数は 人減少しています。

・老人クラブは 団体減少しています。

・地域サロンは 団体増加しています。
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２２．．河河東東学学園園区区のの介介護護予予防防・・日日常常生生活活圏圏域域ニニーーズズ調調査査かからら見見たた地地域域特特性性 

○市北東部の地区で、合併前の旧町を一つの

地区としています。その結果、地区内に農村

地区や住宅地区、山間地区など様々なエリア

があり、エリアによって比較的交通の便が良

く、買い物ができる店舗が多いエリアや、交

通の便も買い物に不便なエリアもある地区と

なっています。

○農村地区が多いことから子世代との同居が

多いと考えられ、高齢者世帯は少なくなって

います。

○生活が苦しいと感じている人が少なくなっ

ています。

○社会参加については、スポーツ関係や趣味

関係、収入のある仕事をしている人が少なく

なっています。

【介護者交流会 男の料理教室】
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生生活活状状況況のの比比較較表表  

社社会会参参加加のの比比較較表表  

－ 209 －

資料編

資
料
編



- 210 - 
 
 

Ⅰ河東地区
の現状

Ⅱ河東地区
スローガン

　

１　少子高齢化が進行し、集落の役員や行事の運営委員、サロン活動等の担
　　い手が減りつつある。
２　高齢者の単身世帯が増え、移動や除雪が難しくなったり、物忘れの住民
　　が増えている。
３　新型コロナウイルスの影響で開催できなかった地域行事が再開してき
　　た。
４　健康や認知症に関する住民意識が高まってきた。一方防災意識はなかな
　　か高まらない。

いつかはみんな高齢者　いきいき暮らせる河東！

Ⅲ　第８期計画期間（令和3～5年度）の振り返り、取り組みと成果

【【高高齢齢者者自自身身ににつついいてて】】
○新型コロナウイルスへの感染防止から高齢者の交流が減り、互いの安否確認がしにくく
なった。
○「出張カフェ」や「いきいき百歳体操」、「健幸スクール」、新たに始まった「青空体
操」など、複数の事業に参加する高齢者もあり、住民の二極化が進んだ。「つながりづく
りポイント事業」も社会参加促進に効果を発揮した。
【【地地域域ででのの取取りり組組みみににつついいてて】】
○新型コロナウイルスの影響で、地域の行事で開催できないものが多かった。他方感染者
を出さずに地域サロン活動を継続できた地域もあった。
○認知症カフェへの参加、認知症にやさしい声かけ訓練を通して、認知症に対する理解が
広まった。
【【生生活活環環境境づづくくりりににつついいてて】】
○歩いていける所に商店がない地域の一部で、住民の移動販売車誘致の希望が実現した。

Ⅳ　第9期計画期間（令和6～8年度）の取り組み

【【高高齢齢者者自自身身ににつついいてて】】
○身近な所でお茶のみ感覚で集まれるカフェの開催や、地域サロン等に参加し、見守りや
交流、介護予防ができるようにしたい。
【【地地域域のの取取りり組組みみににつついいてて】】
○認知症に対する理解を進めるために、多くの住民が認知症カフェや認知症にやさしい声
かけ訓練に参加する。
【【生生活活環環境境づづくくりりににつついいてて】】
○移動販売車の利用を広げるなど車が無くても移動や買物ができる取り組みを進めたい。
○空き家の増加に伴う地域環境の悪化について、行政等との情報共有を進めたい。
【【防防災災対対策策ににつついいてて】】
○災害に備え、区長、消防団、地域包括支援センターとの連携を進める。
○ゴミ出しや除雪など近隣の手伝いを広め、災害時に助け合う土壌をつくりたい。
○高齢者に対する災害時の周知などを進めていきたい。
⋖地区の目指す姿⋗
　支え合い、助け合って住みやすい地域へ
　まずは健康でいられるよう一人ひとりが頑張ろう！

河東地区みんなで作る地区ごとコーナー

～みんなの取組 今まで・これから～
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　　　　　　　　介護保険料と介護給付費等の推計資料

1.第１号被保険者の保険料算出説明書

介護保険標準給付費見込額 第１号被保険者負担分相当額
34,887,942,331円 23% （負担割合）

8,024,226,736円 ①＝Ａ×23%

地域支援事業費 第１号被保険者負担分相当額
2,869,601,640円 23% （負担割合）

660,008,377円 ②＝Ｂ×23%

合計：第１号被保険者負担分相当額
8,684,235,113円 ③＝①＋②

全国平均の調整交付金見込額
5% （交付割合）

1,839,990,749円 ④

本市の調整交付金見込額 （交付割合）
5.45% ⑤

2,003,821,000円

30,000,000円 ⑥

差し引き第１号被保険者負担分相当額
8,490,404,862円 ⑦＝③＋④－⑤－⑥

財政安定化基金拠出金見込額
0% （拠出率）
円 ⑧

第９期介護給付費準備基金取崩額
610,000,000円 ⑨

準備基金取崩額の影響額
511円

保険料収納必要額
7,880,404,862円 ⑩＝⑦＋⑧－⑨

保険料賦課総額見込（保険料算出基準額）
97.00% 予定保険料収納率

8,124,128,724円 ⑪＝⑩÷97％

所得段階別加入割合補正後被保険者数
102,555人 ⑪

保保険険料料基基準準額額（（月月額額））
66,,660000円円 ⑩÷⑪÷12月

第第11号号被被保保険険者者のの保保険険料料基基準準額額（（月月額額））算算出出　　説説明明書書

本市の保険者機能強化推進交付金等見込額

Ｂ

Ａ

基礎となる給付費等
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【介護予防】 （単位：千円）

令和6年度 令和7年度 令和8年度

（１）介護予防サービス

介護予防訪問入浴介護 0 0 0

介護予防訪問看護 8,628 8,639 8,639

介護予防訪問リハビリテーション 4,863 4,869 4,869

介護予防居宅療養管理指導 3,824 3,917 3,917

介護予防通所リハビリテーション 67,375 67,757 68,583

介護予防短期入所生活介護 7,136 7,145 7,145

介護予防短期入所療養介護 207 207 207

介護予防福祉用具貸与 46,740 46,979 47,565

特定介護予防福祉用具購入費 2,751 2,751 2,751

介護予防住宅改修 11,498 11,498 11,498

介護予防特定施設入居者生活介護 27,601 27,636 27,636

（２）地域密着型介護予防サービス

介護予防認知症対応型通所介護 3,564 3,569 3,569

介護予防小規模多機能型居宅介護 33,811 33,854 33,854

介護予防認知症対応型共同生活介護 0 0 0

48,491 48,552 48,719

266,489 267,373 268,952

【介護】

令和6年度 令和7年度 令和8年度

（１）居宅サービス

訪問介護 869,459 874,882 877,159

訪問入浴介護 51,854 51,919 51,919

訪問看護 92,367 92,409 91,744

訪問リハビリテーション 29,130 28,423 28,423

居宅療養管理指導 34,238 33,852 33,945

通所介護 1,499,343 1,502,539 1,502,539

通所リハビリテーション 228,957 219,884 220,797

短期入所生活介護 445,588 445,486 446,510

短期入所療養介護 51,627 51,693 51,693

福祉用具貸与 292,228 285,594 285,383

特定福祉用具購入費 9,549 9,600 9,600

住宅改修費 17,886 17,886 17,886

特定施設入居者生活介護 492,837 484,895 487,222

（２）地域密着型サービス

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 42,787 42,841 42,841

夜間対応型訪問介護 0 0 0

認知症対応型通所介護 159,985 154,643 154,643

小規模多機能型居宅介護 468,534 473,627 473,627

認知症対応型共同生活介護 334,124 357,678 357,678

看護小規模多機能型居宅介護 262,751 250,872 254,888

地域密着型通所介護 270,663 269,350 270,452

（３）施設サービス

介護老人福祉施設 2,413,967 2,417,021 2,417,021

介護老人保健施設 1,726,402 1,728,587 1,728,587

介護療養型医療施設 0 0 0

介護医療院 234,771 400,182 402,436

510,625 510,807 515,291

10,539,672 10,704,670 10,722,284

10,806,161 10,972,043 10,991,236

（４）居宅介護支援

計

合　　　　計

３．介護サービス給付費の推計

（３）介護予防支援

計
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４．地域支援事業費の見込　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和６年度 令和７年度 令和８年度

637,199 637,199 637,476

624,355 624,355 624,632

10,478 10,478 10,478

2,366 2,366 2,366

319,243 319,243 319,243

219,960 219,960 219,960

160,917 160,917 160,917

12,920 12,920 12,920

6,749 6,749 6,749

39,374 39,374 39,374

99,283 99,283 99,283

介護給付等費用
適正化事業費

介護給付等費用適正化事業費 1,978 1,978 1,978

家族介護者交流会事業費 636 636 636

家族介護慰労金支給事業費 300 300 300

寝たきり高齢者等
紙おむつ等給付事業費

21,966 21,966 21,966

認知症サポーター養成等事業費 337 337 337

認知症外出見守り事業費 220 220 220

成年後見制度利用支援事業費 12,858 12,858 12,858

住宅改修支援事業費 170 170 170

訪問給食サービス事業費 60,818 60,818 60,818

956,442 956,442 956,719合　　　　　　　　計

審査支払手数料

包括的支援事業・任意事業費

包括的支援事業費

地域包括支援センター事業費

在宅医療・介護連携推進事業費

認知症総合支援事業費

生活支援体制整備事業費

任意事業費

家族介護
支援事業費

その他の事業費

介護予防・日常生活支援総合事業費

介護予防・生活支援サービス事業費

一般介護予防事業費

　（単位：千円）
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用用語語解解説説

 

ああ行行

いいききいいきき百百歳歳体体操操

いすに座って、おもりを手首や足首に巻いて、ゆっくりと手足を動かす筋力体操です。

継続することで、筋力を維持・向上でき、転びにくくなったり、立ち上がり等の動作が

楽にできるようになります。 

 

かか行行

介介護護給給付付準準備備基基金金

介護保険財政の健全な運営を図るための市の基金です。保険料収納額を必要な経費に充

てた残余金を次年度以降の保険給付に要する経費に充て、介護保険料の不足分を補いま

す。

介介護護支支援援専専門門員員（（ケケアアママネネジジャャーー））

要介護・要支援認定を受けた人等の希望や心身の状況、生活環境等を把握して介護サー

ビス計画（ケアプラン）を作成し、適切な介護サービスの利用ができるよう市区町村や事

業者等との連絡、調整等を行う人です。通称ケアマネジャー、略称ケアマネと呼ばれます。

介介護護予予防防・・日日常常生生活活圏圏域域ニニーーズズ調調査査

本計画の策定に当たり、地域における高齢者の生活状況を把握し生活状態にあった介護

サービスなどの各種福祉サービスを提供するため、全国共通の調査項目により高齢者の生

活機能などを調査した記名アンケート調査です。

カカンンフファァレレンンスス

高齢者と家族が安心して療養生活を送るために、病院や在宅生活に関わる医療機関、ケ

アマネジャーをはじめとする医療・介護の専門職などが行う会議で、医療上、生活・介護

上の検討課題を洗いだし、支援目標や支援内容を明らかにするとともに、支援に向けた連

携体制を構築します。

基基準準額額

保険料段階の第 段階における保険料で、この基準額をもとに所得に応じた 段階

の保険料が設定されます。
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共共生生福福祉祉相相談談員員

ひとり暮らしの高齢者等に対し、訪問を通した、安否確認や生活相談などを行っていま

す。

ケケアアププラランン

要介護・要支援に認定された本人や家族の希望に添った介護サービスを適切に利用でき

るように、本人や家族の心身の状況や生活の環境などに配慮し、利用する介護サービスの

種類や内容を定めた「介護サービスの利用計画」のことです。

ケケアアママネネジジメメンントト

利用者に必要な介護サービスを判断し、複数のサービスを組み合わせて総合的に提供さ

れるよう調整を行い、介護サービスが適切に実施されているかを確認し、その効果を評価

する一連の作業です。この作業サイクルを継続しながら介護サービスを提供していきま

す。

高高齢齢化化率率

総人口に占める 歳以上人口の割合です。

ささ行行

事事業業対対象象者者

基本チェックリストにより、生活機能の低下がみられ、介護予防・日常生活支援総合事

業のサービス対象者とされた方です。

人人口口調調査査（（現現住住人人口口とと住住基基人人口口））

人口は、一般的に国勢調査の人口を基に毎月の住民基本台帳による転入・転出者及び出

生・死亡者数等を加減した現住人口をいいます。

しかし、現住人口では町・大字別など詳細な数値が得られないことから、詳細な分類が

必要な調査については住民基本台帳（住民票）による住基人口による統計を行っています。

生生活活支支援援ココーーデディィネネーータターー

高齢者の生活支援・介護予防の基盤整備を推進していくことを目的に、地域において生

活支援・介護予防サービスの提供体制の構築に向けたコーディネーターの役割を担ってい

ます。

成成年年後後見見制制度度

判断能力の不十分な認知症高齢者や知的障がい者、精神障がい者等を擁護するため、本

人の財産管理や契約などについて後見人等（後見人・保佐人・補助人）が代行して行うこ

とで、本人の権利を守る民法上の制度です。
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たた行行

第第 号号被被保保険険者者

歳以上の市民をいいます。 歳になると介護保険サービスが受けられるようにな

り、介護保険料は年金、もしくは納付書で納めていただくようになります。

第第 号号被被保保険険者者

歳以上 歳未満の市民をいいます。 歳になると介護保険に加入し、介護保険

料は医療保険と併せて納めていただくようになります。

地地域域共共生生社社会会

制度や分野ごとの「縦割り」や「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住民や

地域の多様な主体が「我が事」として参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えて「丸

ごと」つながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社

会です。

地地域域ササロロンン

地域の町内会や民生委員・児童委員、共生福祉相談員等の世話人が中心になり、高齢

者等を中心に、身近な集会所等において、茶話会や健康講話、レクリエーション活動等

の様々な催しを自主運営している交流活動であり、地域住民同士の支え合いを推進する

とともに、介護予防にも効果的な活動です。

地地域域支支援援事事業業

高齢者が要支援・要介護状態となることを予防するとともに、要介護状態となった場合

でも、可能な限り地域で自立した日常生活を営むことができるよう支援するための事業で

す。必ず実施しなければならない介護予防・日常生活支援総合事業及び包括的支援事業と、

各市町村の判断により行われる任意事業があり、その財源は以下のとおり介護保険料と公

費で構成されています。

地域支援事業費の財源構成

事業の区分 国 都道府県 市町村 第 号保険料 第 号保険料

介護予防・日常生

活支援総合事業
％ ％ ％ ％ ％

包括的支援事業、

任意事業
％ ％ ％ ％ －
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地地域域福福祉祉計計画画  

  住み慣れた地域で誰もが安心して暮らせる地域社会を目指して、行政や地域住民、社会

福祉関係機関等が協働のもとに支えあい、問題解決に取り組むための指針等を定め、地域

福祉の推進を図ろうとするものです。  

  

なな行行  

認認知知症症  

認知症は、様々な脳の病気により脳の神経細胞の働きが徐々に悪くなること。記憶力・

判断力が低下して、社会生活に支障をきたした状態をいいます。 

  

認認知知症症カカフフェェ  

認知症の方やその家族、地域住民や専門職等誰もが気軽に集うことができ、同じ境遇の

人と悩みを共有したり、地域住民と交流を深めたりすることのできる場をいいます。 

 

認認知知症症ケケアアパパスス  

認知症の人ができる限り住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるよう、認

知症の症状や進行状況に合わせて、いつ、どこで、どのような医療・介護サービスを受け

ればよいかを示したものです。 

  

認認知知症症地地域域支支援援推推進進員員  

認知症になっても住み慣れた地域で安心して生活するためには、医療・介護および生活

支援を行うさまざまなサービスが連携したネットワークをつくり、効果的な支援を行うこ

とが大切です。 

 認知症地域支援推進員は、医療や介護サービスおよび地域をつなぐコーディネーターの

役割を担っています。 

 

やや行行  

要要介介護護認認定定率率  

介護保険被保険者数に占める要介護認定者の比率です。 

 

英英数数  

AADDLL  

日常生活動作（Activities of Daily Living）の略で、食事、排せつ、着脱衣、入浴、移

動、寝起きなど、日常の生活を送るために必要な基本動作のことで、高齢者の身体活動能

力や障がいの程度をはかる上で重要な指標の一つとなっています。 
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手段的日常生活動作（ ）の略で、ＡＤＬを基

本とした日常生活上の複雑な動作のことです。買い物や洗濯、電話、薬の管理、金銭管理、

バス等の乗り物の利用等の動作が含まれます。

情報通信技術（ ）の略で、パソコ

ンやインターネットなどのコンピューター技術、またはそれらを構成するハードウエ

ア、ソフトウエアの総称を指します。
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会津若松市介護保険運営協議会委員名簿

令和６年１月１日現在 敬称略

氏名 区 分 所属

会長 石田 実 学識経験者 区長会の代表

委員 歌川 友博

被保険者

被保険者代表

委員 加羅 幸子 被保険者代表

委員 鈴木 かおる

福祉関係者

会津地区老人福祉施設協議会の代表

委員 阿久津 恵子 認知症の人と家族の会代表

委員 渡部 正美 民生児童委員の代表

委員 本名 由美 介護支援専門員協会の代表

委員 嶋津 葉子 老人クラブ連合会の代表

委員 松本 かおり 社会福祉協議会の代表

委員 新井田 有耕

保健医療関係者

医師会の代表

委員 渡部 圭一 歯科医師会の代表

委員 野中 聡美 薬剤師会の代表

委員 木谷 耕平

学識経験者

大学の教授等

委員 廣田 和恵 司法書士会の代表

委員 武藤 理恵子
被保険者等

保険者の代表者
組合健康保険の代表

委員 皆方 貞子
地域コミュニテ

ィ活動関係者

地域支援ネットワークボランティア

の代表

委員 古川 晃 ふれあいサロンの代表

委員 大橋 紀行
事業主を代表す

る者
介護事業所以外の一般事業所の代表
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会会津津若若松松市市高高齢齢者者福福祉祉計計画画・・第第９９期期介介護護保保険険事事業業計計画画のの策策定定経経過過

令和４年 月 ・在宅介護実態調査実施

令和４年 月

・令和４年度第２回介護保険運営協議会

（第９期計画策定方針、各種調査の実施について）

・文教厚生委員会協議会

（第９期計画策定方針、各種調査の実施について）

令和４年 月 ・介護予防・日常生活圏域ニーズ調査実施

令和５年４月

・高齢者一般調査実施

・地域ケア会議における地域の意見聴取

（令和５年９月にかけ、 地区にて各２回実施）

令和５年５月 ・ケアマネジャーアンケート実施

令和５年６月
・令和５年度第 回介護保険運営協議会開催

（前年度介護保険事業の総括について）

令和５年 月
・令和５年度第 回介護保険運営協議会開催

（第８期計画総括、アンケート調査結果について）

令和５年 月

・令和５年度第 回介護保険運営協議会開催

（第９期計画骨子案について）

・計画策定連絡会議（関係課長会議）

令和５年 月

・令和５年度第 回介護保険運営協議会開催

（計画素案、パブリックコメントの実施について）

・計画策定連絡会議（書面開催）

令和５年 月

・文教厚生委員会協議会報告

（計画素案、パブリックコメントの実施について）

・計画素案にかかるパブリックコメント実施

令和６年 月

・計画素案にかかるパブリックコメント終了

・令和５年度第 回介護保険運営協議会開催（諮問及び答申

案検討）

令和６年 月

・介護保険運営協議会より答申

・文教厚生委員会協議会報告（第９期介護保険料について）

・介護保険条例（介護保険料等） 月定例会議に議案提案

令和６年 月 ・介護保険条例（介護保険料等） 月定例会議にて議決

令和 年 月 ・高齢者福祉計画・第９期介護保険事業計画スタート
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会会津津若若松松市市高高齢齢者者福福祉祉計計画画・・第第９９期期介介護護保保険険事事業業計計画画のの策策定定経経過過

令和４年 月 ・在宅介護実態調査実施

令和４年 月

・令和４年度第２回介護保険運営協議会

（第９期計画策定方針、各種調査の実施について）

・文教厚生委員会協議会

（第９期計画策定方針、各種調査の実施について）

令和４年 月 ・介護予防・日常生活圏域ニーズ調査実施

令和５年４月

・高齢者一般調査実施

・地域ケア会議における地域の意見聴取

（令和５年９月にかけ、 地区にて各２回実施）

令和５年５月 ・ケアマネジャーアンケート実施

令和５年６月
・令和５年度第 回介護保険運営協議会開催

（前年度介護保険事業の総括について）

令和５年 月
・令和５年度第 回介護保険運営協議会開催

（第８期計画総括、アンケート調査結果について）

令和５年 月

・令和５年度第 回介護保険運営協議会開催

（第９期計画骨子案について）

・計画策定連絡会議（関係課長会議）

令和５年 月

・令和５年度第 回介護保険運営協議会開催

（計画素案、パブリックコメントの実施について）

・計画策定連絡会議（書面開催）

令和５年 月

・文教厚生委員会協議会報告

（計画素案、パブリックコメントの実施について）

・計画素案にかかるパブリックコメント実施

令和６年 月

・計画素案にかかるパブリックコメント終了

・令和５年度第 回介護保険運営協議会開催（諮問及び答申

案検討）

令和６年 月

・介護保険運営協議会より答申

・文教厚生委員会協議会報告（第９期介護保険料について）

・介護保険条例（介護保険料等） 月定例会議に議案提案

令和６年 月 ・介護保険条例（介護保険料等） 月定例会議にて議決

令和 年 月 ・高齢者福祉計画・第９期介護保険事業計画スタート
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